
令和7年2月10日発行（毎月1回10日発行）　通巻378号　

人生100年時代  共生社会の生き方情報誌

◆ 本文33ページのコラムも
　ご覧ください。

石川県輪島市の様子と、
さわやかインストラクター中村悦子さんらによる
取り組みの一部を紹介します

令和６年能登半島地震

（写真提供：中村悦子氏）

福祉避難所の様子（昨年１月中旬当時）

専門職ミーティング

キャンナスによる
ボランティア活動

福祉避難所の広間では、お茶を飲みながら避難住
民が交流（右から２人目は中村悦子さん）

「風に立つライオン基金」から提供されたトレー
ラーハウスで開催された居場所「みんなのライオ
ンカフェ」での交流の様子（昨年11～12月）
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助け合いを
広げよう！

ひと とりご
新

鶴
山

　芳
子

●公益財団法人さわやか福祉財団常務理事・
共生社会推進リーダー
地域を愛し、地域づくりに前向きなみなさんとお会い
することが楽しみであり、自分のエネルギーになって
います。
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助け合いの仕組みづくりをさらに進めよう

情報紙

　生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを考える情報
紙『さぁ、やろう』。
　地域支援事業に携わり、地域
における助け合いの仕組みづく
りを進めている方々の参考とな
る記事を掲載し、全国の関係者
の皆さんに頒布しています。ま
た、財団ホームページからダウ
ンロードもできます。

『さぁ、やろう』
vol.26発行  ！

【お問合せ】メール  post@sawayakazaidan.or.jp
　　　　　　電　話（03）5470-7751

vol.26

vol.24

財団HPトップページ→「ライブラリー」→「さぁ、言おう・さぁ、やろう」にお進みください

【vol.26目次】

◆いきがい・助け合いオンラインフェスタ2024報告
＊オープニングフォーラム
＊特別トーク
＊学ぼう編
＊語ろう編

◆寄稿  地域における助け合いの拠点
「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと

◆「地域助け合い基金」状況ご報告

◆Topics  助け合いを広めるために

vol.25

2024

2024

目指せ地域共生社会 ごちゃまぜにつながろう！

＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

　高齢化や人口減少のスピードが速まり、全国各地で様々な課題が出ており、ニーズは複雑化多様化して

います。地域で課題を解決していくには、住民主体
の助け合い

活動がますます必要となっています。

　今号では、大館市
（秋田県）の住民主体の体制づくり、助け合い

活動推進のプロセスを紹介します（２～８頁）。また、南アルプ
ス市

（山梨県）、新発田
市（新潟県）、神戸市

灘区（兵庫県）の「主体的

な住民を見つける」取り組みも紹介します（９～11 頁）。

　ぜひ、住民主体の地域づくりにお役立てください。
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2024年10月15日　  ～10月24日 　 開催
火

木

8 月14日（水）、お申し込み受付開始予定　ご参加をご検討ください

　昨年 10 月 2 日（月）～ 10 月16 日（月）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2023」

には、生活支援コーディネーターや協議体、自治体の皆さんをはじめ、各地で住民主体の地域づくりに取

り組んでいる方々に全国からご参加いただき、大変好評いただきました（関連→裏表紙）。

　今年も完全オン
ライン配信

形式で開催し、11 月 3
0 日（土）

までライブ配信プログラムを除くすべての

プログラムがアーカイブでご覧になれます。

“いきがい
を持って

支え合う
住民主体

の地域共
生社会の

実現”をさらに進めるにあたり、“ごちゃ
まぜ ”

を意識したプログラムをお届けします（12～13 頁をご覧ください）。基本の考え方や事例、課題への対応

など、日頃の取り組みの参考に、ぜひ学び合いの機会としてご活用ください。

● 皆様の参加が地域活動応援資金につながる “チャリティーフェスタ”

● 各分野を代表する素晴らしいパネリストが登場　

  今必要な知識と全国の代表的な事例・ノウハウを学べる本フェスタならではの充実したプログラム

● さらに活動の参考用として希望者にダイジェスト版冊子を後日送付

住民主体
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＊文責・さわやか福祉財団　＊生活支援コーディネーターは肩書・本文では SCと略しています。
＊登壇者の肩書は登壇いただいた当時の肩書であり、昨年 10月時点での情報になります。
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　昨年10 月 15 日（火）～ 24 日（木）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2024」には
1600 人を超える皆様にご参加いただき、23 年と同様、各方面から大変好評をいただきました。
　オープニングフォーラム「地域共生社会をみんなでつくるための提言」（２頁～）では、誰もが元気が
出る地域づくりに焦点を当て地域共生社会を前に進めるための提言をいただきました。さらに、特別講演
プログラム「特別トーク」（12 頁～）では８の分野について重要な視点を挙げて、深いご示唆に富んだ
提言をいただきました。核となる「学ぼう編」（14 頁～）では８テーマ、「語ろう編」（18 頁～）では３
テーマを設定し、具体的な事例や取り組みから基本の考え方や課題解決のヒント等を幅広く紹介いただき
ました。特に「語ろう編」はライブ配信とし視聴者の皆様と双方向で意見交換・質疑応答等をしました。
本号では各プログラムの概要を紹介していますので、ぜひ皆様のご活動にお役立ていただければ幸いです。

地域における助け合いの拠点
「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと

　地域の茶の間創設者の河田珪子氏が新潟市との協働で取り組んできた基幹型地域包括ケア
推進モデルハウス「実家の茶の間・紫竹」（以下、紫竹）が昨年 10 月に 10 年間の運営を
終了しました。地域における助け合いの拠点は何を大切にして、どのように運営すればよい
のかを考えるため、紫竹から教わったことを振り返ります（30 頁～）。

　その他、「地域助け合い基金」の状況報告、住民主体の地域づくりが進むよう全国各地で支援している
当財団の取り組み等を紹介いたします。
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Ibasho Japan 代表、千里ニュータウン研究・情報センター事務局長　田中 康裕氏

いきがい・助け合いオンラインフェスタ2024報告
●オープニングフォーラム……………………………………………… 2
●特別トーク……………………………………………………………… 12
●学ぼう編………………………………………………………………… 14
●語ろう編………………………………………………………………… 18

寄稿　地域における助け合いの拠点
　　　「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと ………………… 30

「地域助け合い基金」状況ご報告 ……………………………………… 38
Topics　助け合いを広めるために …………………………………… 40
地域の活動情報を発信していきます…………………………………… 43

ふれあい いきがい 助け合い

令和7年2月10日発行　通巻第26号

＊文責・さわやか福祉財団　＊生活支援コーディネーターは肩書・本文では SCと略しています。
＊登壇者の肩書は登壇いただいた当時の肩書であり、昨年 10月時点での情報になります。

生活支援コーディネーターと協議体の取り組みを考える情報紙

新しい地域づくりを目指して

contents

目 次

　昨年10 月 15 日（火）～ 24 日（木）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2024」には
1600 人を超える皆様にご参加いただき、23 年と同様、各方面から大変好評をいただきました。
　オープニングフォーラム「地域共生社会をみんなでつくるための提言」（２頁～）では、誰もが元気が
出る地域づくりに焦点を当て地域共生社会を前に進めるための提言をいただきました。さらに、特別講演
プログラム「特別トーク」（12 頁～）では８の分野について重要な視点を挙げて、深いご示唆に富んだ
提言をいただきました。核となる「学ぼう編」（14 頁～）では８テーマ、「語ろう編」（18 頁～）では３
テーマを設定し、具体的な事例や取り組みから基本の考え方や課題解決のヒント等を幅広く紹介いただき
ました。特に「語ろう編」はライブ配信とし視聴者の皆様と双方向で意見交換・質疑応答等をしました。
本号では各プログラムの概要を紹介していますので、ぜひ皆様のご活動にお役立ていただければ幸いです。

地域における助け合いの拠点
「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと

　地域の茶の間創設者の河田珪子氏が新潟市との協働で取り組んできた基幹型地域包括ケア
推進モデルハウス「実家の茶の間・紫竹」（以下、紫竹）が昨年 10 月に 10 年間の運営を
終了しました。地域における助け合いの拠点は何を大切にして、どのように運営すればよい
のかを考えるため、紫竹から教わったことを振り返ります（30 頁～）。

　その他、「地域助け合い基金」の状況報告、住民主体の地域づくりが進むよう全国各地で支援している
当財団の取り組み等を紹介いたします。

寄 稿

多
く
の
方
の
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を

報
告
い
た
し
ま
す

Ibasho Japan 代表、千里ニュータウン研究・情報センター事務局長　田中 康裕氏

2月号-表2・表3.indd   12月号-表2・表3.indd   1 2025/02/05   14:21:432025/02/05   14:21:43



CONTENTS 

2025年2月号

山間地域で幸せに暮らすために
自分たちの手でつくる助け合い

くらしくらぶ  ～倉渕支え合いくらぶ～ （群馬県高崎市）

4 広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から

20 連載 10共生社会 ―認知症との新しい向き合い方

認知症カフェなどの地域の取り組み
社会医療法人財団石心会理事長・川崎幸クリニック院長  杉山  孝博

助け合いを広げよう　 新・ひとりごと   ● 鶴山　芳子！

　「ともあそび」ツール紹介　
　現場視察レポート
　みんなの広場 /投稿募集
　さわやかパートナーのご案内/表紙絵から

15

24

34

36

「地域助け合い基金」
助成先のご紹介／状況のご報告
ご支援ありがとうございます。
さわやかパートナー（賛助会員）・
ご寄付者の皆様のご紹介
活動日記（抄）

16

26

27

新しいふれあい社会づくりに向けて

看取りを支える①
公益財団法人Ｕビジョン研究所理事長  本間  郁子

22 連載 10地域とつながる施設とは人生100年

10

老若男女、みんなで集まりつながろう
自分たちでつくる青空の下の公民館

パーラー公民館（沖縄県那覇市） 

子どもと一緒に地域で輝こういきいき  わくわく

介護離職防止と助け合い活動
清水  肇子

2 新しいふれあい社会 実現への道

2月号-目次.indd   12月号-目次.indd   1 2025/02/03   18:11:092025/02/03   18:11:09



　
介
護
人
材
の
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
う
一
つ
見
過
ご
せ
な
い
問
題
が
介
護
離
職
だ
。

　
総
務
省
が
5
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
親
な
ど
の
介
護
を
し
て
い
る
人
は
約
６
２
９
万
人
、

そ
の
う
ち
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人
は
約
３
６
５
万
人
。
２
０
２
２
年
の
調
査
時
点
の
直
近
１
年
間
で
、
介
護
や

看
護
の
た
め
に
離
職
し
た
人
は
10
万
６
０
０
０
人
に
上
る
と
い
う
。
確
か
に
こ
こ
数
年
、
私
が
企
業
や
組
織
の

方
々
と
意
見
交
換
を
し
て
い
て
も
介
護
離
職
が
大
き
な
課
題
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
募
集
し
て
も
新
た
な
働
き
手
が
得
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
今
、
経
験
豊
か
な
中
堅
の
人
材
が
退
職
し
て
い
く
こ

と
は
ま
さ
に
一
大
事
だ
。
介
護
保
険
制
度
は
も
と
よ
り
、
介
護
休
暇
・
休
職
、
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
介
護
支

援
制
度
は
整
備
さ
れ
て
き
た
一
方
で
、
な
ぜ
介
護
離
職
は
抜
本
的
に
改
善
し
な
い
の
か
。
職
場
に
迷
惑
を
か
け

ら
れ
な
い
と
い
う
本
人
の
意
識
、
申
し
出
を
し
づ
ら
い
職
場
環
境
、
制
度
自
体
の
硬
直
さ
等
、
主
な
要
因
は
相

当
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
介
護
離
職
防
止
に
地
道
に
取
り
組
む
企
業
は
増
え
て
き
て
い
る
が
、
職
員
の
充
実
し
た

生
活
保
持
の
た
め
に
も
真
正
面
か
ら
重
要
な
問
題
と
し
て
臨
む
舵
取
り
が
ま
さ
に
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
助
け
合
い
を
推
進
し
て
い
る
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
職
場
の
実
態
調
査
に
つ

い
て
。
恐
ら
く
予
想
を
超
え
た
結
果
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
介
護
は
積
極
的
に
話
す
内
容
で
は
な
い
と
い
う

新
し
い
ふ
れ
あ
い
社
会
　
実
現
へ
の
道
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財
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理
事
長  

清
水  

肇
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護
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止
と
助
け
合
い
活
動
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意
識
が
ま
だ
強
く
、
ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
企
業
側
は
状
況
を
把
握
し
づ
ら
い
。
自
己
都

合
で
退
職
し
、
実
は
介
護
離
職
だ
っ
た
と
後
に
な
っ
て
知
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
無
記
名

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
構
わ
な
い
。
現
在
の
介
護
実
態
と
5
年
後
、
10
年
後
な
ど
の
見
込
み
を
回
答
し
て
も
ら
う
。

併
せ
て
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
介
護
支
援
制
度
や
、
さ
ら
に
住
民
・
市
民
に
よ
る
助
け
合
い
活
動
に
つ
い
て

の
知
識
や
情
報
を
ど
の
程
度
持
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
実
は
、
多
く
の
人
た
ち
に
は
、
自
治
体
や
専
門
職

関
係
者
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
具
体
的
な
制
度
や
支
援
策
の
情
報
が
届
い
て
い
な
い
。
普
段
忙
し
く
仕
事
に
追

わ
れ
て
い
る
中
で
、
い
ざ
介
護
者
に
な
っ
た
と
き
に
慌
て
て
対
応
す
る
こ
と
で
、
抱
え
込
み
す
ぎ
て
し
ま
う
。

　
本
年
４
月
１
日
に
は
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
法
が
施
行
す
る
。
そ
の
中
で
は
、
介
護
休
業
や
両
立
支
援

制
度
等
に
つ
い
て
、
個
別
周
知
や
意
向
確
認
、
情
報
提
供
・
研
修
・
相
談
体
制
等
の
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と

も
義
務
付
け
ら
れ
た
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
問
題
化
す
る
な
ど
介
護
は
中
高
年
だ
け
の
課
題
で
も
な
い
。
若
い

年
代
か
ら
、
職
務
研
修
と
は
別
に
介
護
や
認
知
症
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
、
そ
し
て
地
域
で
の
助
け
合
い
で
何

が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
修
や
勉
強
会
の
際
は
、
助
け

合
い
や
居
場
所
の
取
り
組
み
に
体
験
参
加
し
て
み
る
。
自
分
の
身
近
に
助
け
合
い
活
動
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

あ
あ
、
こ
う
し
た
こ
と
を
お
願
い
で
き
る
の
か
、
頼
っ
て
も
い
い
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
肌
感
覚
と
し
て
知

っ
て
お
く
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
大
変
役
に
立
つ
。
ま
た
、
職
員
た
ち
が
自
ら
試
行
的
に
活
動
し
て
み
る

の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
本
業
と
関
係
な
い
と
い
う
の
は
早
計
で
、
必
要
な
情
報
を
集
め
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
実
行
す
る
の
は
、
ま
さ
に
人
材
育
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
。

　
地
域
活
動
を
支
援
し
て
く
れ
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
が
、
企
業
も
介
護
離
職
と
い
う
問
題
を
抱
え
込
み

す
ぎ
ず
に
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
活
用
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
多
く
の
応
援
が
必
ず
届
く
は
ず
だ
か
ら
。

2025.23
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広
げ
よ
う  

つ
な
げ
よ
う  

地
域
助
け
合
い

活
動
の
現
場
か
ら

山
間
地
域
で
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に

　
　
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
る
助
け
合
い

く
ら
し
く
ら
ぶ 

～
倉
渕
支
え
合
い
く
ら
ぶ
～
（
群
馬
県
高
崎
市
）

42025.2

　

Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
か
ら
車
で
約
１
時
間
、
山
間
部
に
位
置
す
る
高
崎
市
倉
渕
町
。
住
民
が
自
分
た
ち
の
手
で
自
立
し
て

活
動
し
、
地
域
の
安
心
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
取
材
・
文
／
森
　
祐
子
）

　

倉
渕
町
（
旧
倉
渕
村
）
は
群
馬
県
の
西
部

に
位
置
し
、
2
0
0
6
年
に
高
崎
市
と
合
併

し
た
。
人
口
は
約
3
0
0
0
人
、
高
齢
化
率

は
49
・
6
％
（
2
0
2
4
年
6
月
現
在
）
。

高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴
い
、
市
街
地
に
あ
る

病
院
へ
の
通
院
や
買
い
物
の
移
動
に
困
る
住

民
が
増
え
て
い
た
。

　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ
り
設
置
さ

れ
た
同
町
の
第
2
層
協
議
体
で
も
、
移
動
を

は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
市
が
20
年
6
月
か
ら
高
齢
化
率
の
高

い
地
域
を
対
象
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
が
い

を
持
つ
人
の
生
活
の
足
の
確
保
を
目
的
に
、

ル
ー
ト
上
な
ら
ど
こ
で
も
乗
り
降
り
自
由
、

利
用
無
料
、
事
前
予
約
登
録
不
要
の
「
お
と

し
よ
り
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
」
を
同
町
内
に

走
ら
せ
た
。
し
か
し
、
町
内
の
移
動
な
ら
ば

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
交
通
空
白
地
有
償
運

送
「
倉
渕
買
い
物
お
で
か
け
便
」
が
す
で
に

あ
っ
た
。
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
の
情
報
は
協

議
体
で
も
共
有
さ
れ
た
が
、
「
課
題
は
町
外

地
区
外
へ
の
移
動
が
課
題
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2025.25

くらしくらぶの皆さん。左から伊井光也さん、戸塚政道さん、
市川太一さん、大塚とり子さん、戸塚真佐子さん、
原田俊幸さん、原田牧雄さん、原田富夫さん

験
者
で
あ
る
原
田
牧
雄
さ
ん
（
75
歳
）
の
3

人
と
第
1
層
Ｓ
Ｃ
で
「
移
動
支
援
研
究
会
」

を
結
成
。
移
動
支
援
の
先
行
事
例
や
仕
組
み

の
研
究
な
ど
に
Ｓ
Ｃ
が
伴
走
し
て
6
回
の
話

し
合
い
を
重
ね
た
。
途
中
か
ら
は
、
元
行
政

職
員
で
定
年
後
に
市
社
協
で
お
で
か
け
便
を

担
当
し
た
経
験
も
あ
る
伊
井
光
也
さ
ん
（
72

歳
）
も
、
原
田
俊
幸
さ
ん
が
声
を
か
け
て
メ

な
い
か
分
か
ら
な

い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
声
を
か

け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
20
年
7

月
、
原
田
俊
幸
さ

ん
、
同
じ
く
第
2

層
協
議
体
メ
ン
バ

ー
の
戸
塚
政
道
さ

ん
（
73
歳
）
、
福

祉
有
償
運
送
の
経

ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
「
み
ん
な
が

無
理
な
く
で
き
る
こ
と
」
を
合
言
葉
に
、

「
こ
の
仕
組
み
な
ら
、
自
分
た
ち
で
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
え
た
同
年
11
月
、

「
く
ら
し
く
ら
ぶ
～
倉
渕
支
え
合
い
く
ら
ぶ

～
」
（
以
下
、
く
ら
し
く
ら
ぶ
）
が
発
足
。

現
在
く
ら
し
く
ら
ぶ
会
長
を
務
め
る
原
田
俊

幸
さ
ん
、
同
じ
く
事
務
局
を
担
う
戸
塚
政
道

さ
ん
、
会
計
を
担
当
す
る
原
田
牧
雄
さ
ん
、

伊
井
さ
ん
の
4
人
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

く
ら
し
く
ら
ぶ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
人
は
、
年
会
費
3
0
0
0
円
を
支
払
っ
て

会
員
登
録
す
る
。
登
録
面
談
日
に
は
、
都
合

の
よ
い
担
い
手
会
員
が
み
ん
な
で
訪
問
し
て
、

新
規
利
用
会
員
の
家
の
場
所
や
生
活
状
況
を

確
認
し
が
て
ら
、
「
こ
ん
な
メ
ン
バ
ー
で
活

動
し
て
い
ま
す
よ
」
「
こ
う
い
う
仕
組
み
で

利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
」
と
丁
寧
に
説

明
し
、
よ
り
身
近
に
安
心
し
て
利
用
し
て
も

に
出
ら
れ
る
移
動
手
段
が
な
い
こ
と
な
ん
だ
」

と
、
第
2
層
協
議
体
メ
ン
バ
ー
の
原
田
俊
幸

さ
ん
（
71
歳
）
が
つ
ぶ
や
い
た
。

　

そ
ん
な
原
田
さ
ん
の
様
子
を
見
て
、
高
崎

市
第
1
層
Ｓ
Ｃ
で
当
財
団
職
員
の
目
㟢
智
恵

子
氏
が
協
議
体
終
了
後
に
「
で
き
る
か
で
き

定
例
会
で
さ
ら
な
る
や
る
気
も

住
民
が
す
べ
て
を
担
う
自
立
し
た
活
動

くらしくらぶ
発足前、
移動支援
研究会の様子
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院
の
受
付
手
続
き
の
代
行
や
ス
ー
パ
ー
で
の

買
い
物
支
援
、
草
刈
り
や
電
球
交
換
、
自
家

菜
園
の
野
菜
の
ネ
ッ
ト
張
り
や
片
付
け
な
ど
、

依
頼
が
あ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
を
引

き
受
け
て
い
る
。

　

く
ら
し
く
ら
ぶ
で
は
月
1
回
の
定
例
会
と

は
別
に
、
3
～
4
か
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で

連
携
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
場
に
は
、

く
ら
し
く
ら
ぶ
の
メ
ン
バ
ー
以
外
に
高
齢
者

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
。
以
下
、
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
）
、
市

社
協
、
Ｓ
Ｃ
も
参
加
す
る
た
め
、
く
ら
し
く

ら
ぶ
と
関
係
各
所
と
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
、
メ
ン
バ
ー
も
安
心
し
て
活
動
で
き
て

い
る
そ
う
だ
。

　

く
ら
し
く
ら
ぶ
の
利
用
会
員
に
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
も
い
る

が
、
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
と
く
ら
し
く
ら
ぶ

で
状
況
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と

や
リ
ス
ク
を
共
有
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
メ

ン
バ
ー
同
士
、
活
動
の
報
告
や
課
題
を
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
、
メ
ン
バ
ー
の
や
る

気
を
保
つ
大
事
な
集
ま
り
だ
。

　

原
田
俊
幸
さ
ん
は
「
13
人
以
上
が
会
員
登

録
し
て
く
れ
れ
ば
自
主
運
営
で
き
る
と
い
う

事
前
の
試
算
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
初
は
そ

ん
な
に
集
ま
る
か
不
安
で
し
た
。
で
も
、
立

ち
上
げ
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
18
人
集
ま
っ

て
、
こ
ん
な
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
の
か

と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
ね
」
と
、
当

時
の
心
境
を
振
り
返
る
。
現
在
は
な
ん
と
85

人
に
ま
で
利
用
会
員
が
増
え
て
い
る
。

　

支
援
の
内
容
は
移
動
支
援
が
多
い
が
、
病

会
計
の
原
田
牧
雄
さ
ん
に

渡
す
。

　

定
例
会
は
、
「
Ａ
さ
ん

は
足
が
上
が
ら
な
く
な
っ

て
き
て
危
な
い
か
ら
、
車

に
乗
る
と
き
は
踏
み
台
を

使
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
」

と
い
っ
た
利
用
者
の
状
況

ら
え
る
よ
う
に

し
た
。

　

支
援
を
希
望

す
る
人
は
、
電

話
で
依
頼
。
電

話
は
戸
塚
政
道
さ
ん
が
持
つ
く
ら
し
く
ら
ぶ

の
携
帯
電
話
に
つ
な
が
る
。
依
頼
を
受
け
た

ら
、
戸
塚
政
道
さ
ん
が
担
い
手
会
員
の
予
定

を
確
認
し
、
活
動
日
に
対
応
で
き
る
人
を
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
。

　

活
動
当
日
、
担
い
手
会
員
は
30
分
5
0
0

円
の
計
算
で
利
用
者
か
ら
謝
金
を
受
け
取
る
。

そ
の
う
ち
2
割
を
く
ら
し
く
ら
ぶ
の
運
営
費

と
し
て
、
月
1
回
実
施
し
て
い
る
定
例
会
で

生活支援活動（雨樋の掃除）

連携会議には関係者が集まって情報を共有

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
安
心
感

包
括
・
社
協
と
の
連
携
会
議
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広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から

2025.27

か
け
便
や
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
を
大
切
に
し

な
が
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
自
主
的
に
取
り

組
み
、
自
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
当
に
す

ご
い
こ
と
で
す
」
と
目
㟢
氏
。
小
川
さ
ん
も
、

「
担
い
手
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
誰
か
に
や
ら

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
地
域
の
た
め
に
本

気
で
取
り
組
ん
で
い
て
、
そ
れ
が
利
用
会
員

さ
ん
に
も
伝
わ
り
安
心
感
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

　

移
動
支
援
を
行
う
に
は
、
使
用
で
き
る
自

家
用
車
を
所
有
し
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
運
転

に
必
要
な
知
識
や
心
構
え
な
ど
の
講
習
を
受

講
し
、
運
転
実
技
の
実
習
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。
安
全
の
た
め
と
は
い
え
、
こ
う
し
た

課
題
を
ク
リ
ア
し
て
担
い
手
に
加
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
依
頼
の
増

加
に
対
し
て
担
い
手
が
足
り
な
い
こ
と
が
課

題
だ
。

　

そ
こ
で
く
ら
し
く
ら
ぶ
で
は
、
新
た
な
担

い
手
が
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
自
主
財

し
て
も
ら
っ
た
ら
、
前
日
に
入
院
し
た
こ
と

が
分
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

と
原
田
俊
幸
さ
ん
。

　

一
方
で
、
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
多

賀
名
光
代
さ

ん
も
、
く
ら

し
く
ら
ぶ
に

助
け
ら
れ
て

い
る
と
語
る
。

で
、
担
い
手
会
員
が
訪
問
し
た
際
に
何

か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
あ

ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
相
談
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
も
し
利
用
会
員
さ
ん
の
体
調
が
悪
く

な
っ
た
り
し
た
と
き
自
分
だ
け
で
は
不

安
で
す
が
、
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
か
ら
私
た
ち
も
安
心
し
て
活
動
で
き

ま
す
。
以
前
、
お
迎
え
に
行
っ
た
の
に

利
用
会
員
さ
ん
が
い
な
く
て
戸
惑
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
ご
家
族
に
確
認

「
地
域
の
高
齢
者

の
実
態
把
握
も
私

た
ち
の
業
務
で
す

が
、
高
齢
者
の
人

数
が
多
く
て
と
て

も
回
り
き
れ
て
い

な
い
の
が
実
状
で

す
。
そ
ん
な
中
、

く
ら
し
く
ら
ぶ
さ

ん
か
ら
『
Ｂ
さ
ん

は
少
し
心
配
だ
か

ら
、
一
度
見
に
行

っ
て
み
て
』
と
貴
重
な
情
報
を
い
た
だ
け
て
、

非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

第
1
層
Ｓ
Ｃ
目
㟢
氏
と
小
川
広
平
さ
ん
は

く
ら
し
く
ら
ぶ
立
ち
上
げ
時
期
に
、
研
究
会

で
の
情
報
提
供
や
書
類
作
成
、
あ
ん
し
ん
セ

ン
タ
ー
と
の
パ
イ
プ
役
な
ど
全
力
応
援
で
支

え
た
が
、
現
在
は
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
運
営
で

き
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
も
っ
て
見
守
っ
て

い
る
。
「
く
ら
し
く
ら
ぶ
の
運
営
は
す
べ
て

住
民
さ
ん
が
や
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の
お
で

第1層ＳＣの目㟢氏（左）と小川さん（右）

高齢者あんしんセンター
の多賀名さん

新
た
な
担
い
手
を
地
道
に
探
し
養
成
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源
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
講
師
を
公
民
館
に
招
き
、
同
法

人
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
自
前
の
「
運
転

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い

る
。

　

講
座
の
日
程
が
決
ま
っ
た
ら
、
募
集
チ
ラ

シ
を
作
成
し
て
全
戸
配
布
し
た
り
地
域
の
商

店
に
貼
っ
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
地
道
に
協

力
者
を
募
る
。
講
座
は
、
新
規
の
担
い
手
希

望
者
だ
け
で
な
く
現
役
の
担
い
手
会
員
全
員

も
毎
回
一
緒
に
受
講
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
受
講
す
る
と
、
記
憶
が
薄
れ
て

い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
り
、
新
た
な
発
見

が
あ
る
の
だ
そ
う
。
こ
の
養
成
講
座
は
新
規

の
担
い
手
養
成
だ
け
で
な
く
、
現
役
担
い
手

の
ス
キ
ル
維
持
・
向
上
に
も
一
役
買
っ
て
い

る
の
だ
。

「
担
い
手
一
本
釣
り
」
の
名
手
に
、
大
塚
と

り
子
さ
ん
（
76
歳
）
が
い
る
。
み
ん
な
か
ら

「
と
り
子
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
、

「
こ
の
人
は
担
い
手
に
向
い
て
い
る
」
と
感

じ
た
人
に
は
ど
ん
ど
ん
声
を
か
け
る
。
実
際
、

と
り
子
さ
ん
か
ら
の
声
か
け
が
き
っ
か
け
で

参
加
を
決
意
し
た
人
は
何
人
も
い
る
そ
う
だ
。

「
担
い
手
不
足
は
い
つ
も
課
題
で
す
か
ら
、

『
断
ら
れ
る
の
が
当
た
り
前
』
く
ら
い
の
気

持
ち
で
声
か
け
し
て
い
ま
す
」
と
、
と
り
子

さ
ん
は
笑
い
飛
ば
す
。
女
性
利
用
会
員
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、

運
転
を
伴
う
活
動
で
男
性
メ
ン
バ
ー
が
多
い

中
、
と
り
子
さ
ん
の
存
在
は
大
変
貴
重
だ
。

　

取
材
日
は
、
隣
町
に
あ
る
病
院
へ
の
移
動

支
援
が
あ
っ
た
の
で
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

運
転
を
担
当
す
る
の
は
戸
塚
保
さ
ん
（
74
歳
）。

24
年
10
月
に
担
い
手
会
員
に
加
わ
っ
た
ば
か

り
だ
。
も
と
も
と
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し

て
い
た
が
4
年
前
に
引
退
。
「
何
か
地
域
の

役
に
立
ち
た
い
」
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
と
り
子
さ
ん
に
「
運
転
の
プ
ロ
だ
っ

た
ん
だ
か
ら
、
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
？
」
と

声
を
か
け
ら
れ
、
参
加
を
決
意
。
「
く
ら
し

く
ら
ぶ
で
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
気
持
ち
が

し
ゃ
っ
き
り
す
る
と
い
い
ま
す
か
。
食
べ
物

と
か
運
動
と
か
、
健
康
に
気
を
遣
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
体
調
不
良
で
利
用
会
員
さ
ん

に
迷
惑
を
か
け
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
か
ら

ね
」
と
い
き
い
き
し
た
表
情
で
話
す
。

　

こ
の
日
の
利
用
者
は
相
模
清
さ
ん
（
86
歳
）。

81
歳
で
仕
事
を
退
職
し
た
の
を
機
に
運
転
免

許
を
返
納
。
そ
れ
以
来
、
移
動
に
困
難
を
感

じ
て
お
り
、
現
在
は
月
1
回
の
通
院
で
く
ら

し
く
ら
ぶ
を
利
用
し
て
い
る
。
「
こ
こ
は
山

担
い
手
も
利
用
者
も
元
気
に

取材当日の支援の様子。
左が相模さん、右が戸塚保さん
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い
か
分
か
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
な
が
ら
く
ら

し
く
ら
ぶ
に
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
事
務
局

の
戸
塚
政
道
さ
ん
が
す
ぐ
に
迎
え
に
来
て
、

病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
残
念
な
が

ら
息
子
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
の
後
の
斎
場
と
の
打
ち
合
わ
せ
も
く
ら
し

く
ら
ぶ
が
付
き
添
っ
て
く
れ
た
。

　

宮
下
さ
ん
は
、
「
地
元
の
人
が
本
気
で
こ

う
い
う
活
動
を
立
ち
上
げ
て
く
れ
る
地
域
で

す
か
ら
、
倉
渕
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
病
院
に
行
く
た
び
に
ど
う

や
っ
て
行
こ
う
か
心
配
す
る
の
は
つ
ら
い
で

す
か
ら
。
お
友
だ
ち
に
送

迎
を
お
願
い
す
る
の
も
、

お
礼
は
何
を
し
た
ら
い
い

か
と
気
を
遣
う
し
ね
。
何

と
か
自
分
だ
け
で
や
ろ
う

と
ド
根
性
で
生
き
て
き
た

け
れ
ど
、
く
ら
し
く
ら
ぶ

が
で
き
て
幸
せ
で
す
」
と
、

に
っ
こ
り
微
笑
ん
だ
。

＊ 　

＊　

 

＊

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
活

動
が
な
い
な
ら
、
と
地
域
住
民
が
立
ち
上
が

り
、
「
倉
渕
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と

住
民
が
幸
せ
を
実
感
す
る
支
え
合
い
活
動
を

実
現
し
た
く
ら
し
く
ら
ぶ
。
自
分
た
ち
の
手

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
安
心
な
生
活
を

支
え
て
い
る
。

くらしくらぶ　～倉渕支え合いくらぶ～

2020年、移動支援を含む会員同士のお互いさまの助け
合い活動団体として発足。登録会員85名、うち担い手
12名。年会費3,000円。電話で事前に依頼し、マッチ
ングした担い手が30分500円で対応する。移動支援や
通院・買い物の付き添いが中心だが、草刈り、家の周辺
の片付け、家事、電球交換など、さまざまな困り事に対
応。

●連絡先　電話受付時間：月・水・金  9 :00～12:00
070-1364-8040（担当：戸塚）

広げよう つなげよう 地域助け合い 活動の現場から

間
地
で
不
便
で
す
。
若
い
世
代
は
仕
事
で
忙

し
い
か
ら
、
平
日
の
昼
間
に
運
転
を
お
願
い

す
る
の
は
気
が
引
け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

く
ら
し
く
ら
ぶ
で
は
、
病
院
の
帰
り
に
ち
ょ

っ
と
し
た
買
い
物
を
す
る
の
に
ス
ー
パ
ー
に

も
寄
っ
て
も
ら
え
て
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

く
ら
し
く
ら
ぶ
は
事
前
に
予
約
を
受
け
付

け
て
対
応
す
る
仕
組
み
だ
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
緊
急
対
応
す
る
こ
と
も
あ
る
。
「
あ
の

と
き
は
、
く
ら
し
く

ら
ぶ
の
お
か
げ
で
本

当
に
助
か
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
の

は
、
宮
下
芙
美
子
さ

ん
（
90
歳
）
だ
。

　

22
年
9
月
、
息
子

さ
ん
が
倒
れ
て
病
院

に
搬
送
さ
れ
た
際
、

急
で
ど
う
し
た
ら
い

利用会員の宮下さん（左）と、
くらしくらぶのとり子さん（右）

「
く
ら
し
く
ら
ぶ
が
あ
っ
て
幸
せ
」
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● 

大
き
な
パ
ラ
ソ
ル
が
目
印

　
沖
縄
県
那
覇
市
曙
地
区
に
あ
る
、
あ
け
ぼ
の
公
園
。
こ

こ
に
は
月
1
回
、
原
則
と
し
て
第
3
土
曜
日
の
午
後
に
み

ん
な
が
集
ま
っ
て
く
る
。
目
印
の
白
い
大
き
な
パ
ラ
ソ
ル

な
ど
設
営
や
片
付
け
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
や
る
。

や
が
て
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
学
年
も
関
係
な
く
ワ
イ
ワ

イ
と
追
い
か
け
っ
こ
を
し
た
り
遊
具
や
お
も
ち
ゃ
で
遊
び

始
め
、
大
人
は
そ
れ
を
見
守
り
、
自
分
た
ち
も
井
戸
端
会

議
。
た
だ
の
世
間
話
の
こ
と
も
あ
れ
ば
、
年
上
の
人
に
ち

ょ
っ
と
し
た
相
談
を
す
る
こ
と
も
。

　
一
見
、
何
と
い
う
こ
と
の
な
い
日
常

風
景
の
よ
う
だ
が
、
住
宅
街
の
公
園
に

自
然
と
老
若
男
女
が
集
ま
っ
て
共
に
過

ご
す
光
景
を
近
年
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。

加
え
て
こ
こ
で
は
、
紙
芝
居
を
楽
し
ん

だ
り
、
コ
マ
回
し
や
け
ん
玉
遊
び
、
お

絵
描
き
、
子
ど
も
食
堂
が
提
供
す
る
お

や
つ
も
食
べ
ら
れ
る
。
と
き
ど
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
さ
れ
る
が
、
「
た
だ
そ
こ
に
い
る
だ
け
」
と
い
う
の
も

も
ち
ろ
ん
ア
リ
。
そ
れ
が
、
曙
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
（
以
下
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）
が
開
催
し
て
い
る

屋台型公民館屋台型公民館
「パーラー公民館」「パーラー公民館」

パ
ー
ラ
ー
公
民
館
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

　
小
学
校
近
く
の
公
園
で
土
曜
日
の
午
後
、
白
い
パ
ラ
ソ
ル
が
開
き
ま
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
そ
こ
に
集
い
、
遊
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
お
や

つ
を
食
べ
た
り
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
も
い
い
。
そ
れ
は
、
形

を
変
え
た
地
域
の
“
公
民
館
”
で
し
た
。
　
　 

　 

（
取
材
・
文
／
神
保
　
康
子
） 

いきいき わくわく

子どもと一緒に
地域で輝こう

老
若
男
女
、
み
ん
な
で
集
ま
り
つ
な
が
ろ
う

自
分
た
ち
で
つ
く
る
青
空
の
下
の
公
民
館
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ブ
ル
を
囲
み
、
ひ
と
し
き
り
好
き

な
も
の
を
描
い
た
り
消
し
た
り
し

な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
。
飽

移
動
式
屋
台
型
公
民
館
「
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
」
だ
。

　
パ
ー
ラ
ー
と
は
、
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
話
す
」

と
い
う
意
味
で
、
派
生
し
て
談
話
室
や
喫
茶
室
な
ど
の
意

味
に
も
使
わ
れ
る
。
沖
縄
で
パ
ー
ラ
ー
と
い
え
ば
簡
易
店

舗
（
屋
台
）
の
こ
と
な
の
だ
そ
う
。
取
材
に
訪
れ
た
日
は

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
も
よ
り
華
や

か
な
雰
囲
気
。
パ
ラ
ソ
ル
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
が
つ

け
ら
れ
、
音
量
を
上
げ
た
ス
マ
ホ
か
ら
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
が
流
れ
て
い
た
。
パ
ラ
ソ
ル
の
下
の
テ
ー
ブ
ル
は
黒

板
に
な
っ
て
い
て
、
チ
ョ
ー
ク
で
自
由
に
描
く
こ
と
が
で

き
る
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
こ
に
来
る
と
、
ま
ず
黒
板
テ
ー

● 

友
だ
ち
1
0
0
人
で
き
た
よ

　
午
後
1
時
頃
に
パ
ラ
ソ
ル
が
立
つ
と
“
開
館
”
し
、
夕

方
に
な
る
と
パ
ラ
ソ
ル
が
畳
ま
れ
て
“
閉
館
”
と
い
う
ゆ

る
や
か
な
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
。
参
加
費
は
不
要
だ
。
こ
の

日
の
企
画
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
民
生
委
員
の
“
ジ

ョ
ー
さ
ん
”
こ
と
金
城
文
雄
さ
ん
（
70
歳
）
に
よ
る
紙
芝

居
、
さ
ら
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
お
菓
子
の

配
布
と
く
じ
引
き
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　
8
人
の
子
ど
も
を
持
つ
赤
嶺
佳
奈
子
さ
ん
（
33
歳
）
は
、

3
か
月
の
末
っ
子
を
抱
っ
こ
し
て
、
ほ
か
4
人
の
子
た
ち

と
一
緒
に
来
て
い
た
。
「
こ
の
あ
た
り
は
子
ど
も
が
遊
べ

る
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
な
く
て
、
児
童
館
も
な
い
の
で
、
こ

う
や
っ
て
安
心
し
て
遊
べ
る
と
こ
ろ
は
貴
重
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
公
園
が
あ
る
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
で
、
子
ど
も
の
成

長
に
は
地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
と
て
も
大
事
」
と
話
す
。

き
て
く
る
と
、
コ
マ
や
け
ん
玉
の
コ
ー
ナ
ー
に
流
れ
て
い

き
、
た
ち
ま
ち
コ
マ
回
し
大
会
の
様
相
に
。

　
こ
の
日
は
、
記
名
用
紙
に
名
前
を
書
い
た
だ
け
で
も
20

名
以
上
が
参
加
。
実
際
に
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
た
印
象
だ
っ
た
。

子どもも一緒に設営・片付け子どもも一緒に設営・片付け

パラソルと黒板テーブル。パラソルと黒板テーブル。
子どもたちが自由に落書き子どもたちが自由に落書き
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黒
板
テ
ー
ブ
ル
に
絵
を
描
い
て
い
た
小
学
1
年
生
の
知
念

ま
い
か
さ
ん
は
、
「
こ
こ
で
お
友
だ
ち
1
0
0
人
で
き
た

よ

」
と
教
え
て
く
れ
た
。
ま
い
か
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は

「
こ
の
子
が
よ
く
こ
こ
に
来
て
い
る
か
ら
一
緒
に
来
て
み

ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
ほ
か
に
も
同
じ
よ
う
に
話
す
何
人

か
の
親
に
会
っ
た
。
子
ど
も
が
ま
ず
遊
び
に
来
て
、
徐
々

に
親
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
交
流
が
生
ま
れ
る
。
純
菜

さ
ん
（
21
歳
）
は
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
に
来
た
際
、
中
学

1
年
生
の
睦む
つ月
妃き

さ
ん
と
出
会
い
、
同
じ
小
学
校
出
身
と

分
か
り
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
2
人
は
す

っ
か
り
友
だ
ち
だ
そ
う
だ
。

「
妹
か
ら
聞
い
て
来
ま
し
た
」
と
い
う
お
姉
さ
ん
と
誘
っ

　
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
は
、
曙
地
区
の
人
た
ち
の
「
自
分
た

ち
の
地
域
に
も
公
民
館
が
欲
し
い
」
と
い
う
声
か
ら
生
ま

れ
た
。
実
際
、
最
寄
り
の
那
覇
市
若
狭
公
民
館
か
ら
は
3

キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
歩
い
て
気
軽
に
通
え
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
声
が
上
が
っ
た
と
き
に
通
常
思
い
つ
く
の
は
、

空
き
家
や
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
サ
ロ
ン
な
ど
だ
が
、
欲

し
い
も
の
、
足
り
な
い
も
の
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
と
、

相
談
を
受
け
た
若
狭
公
民
館
と
地
域
の
人
た
ち
が
ま
ず
話

し
合
い
を
重
ね
、
公
園
を
利
用
し
た
公
民
館
を
開
い
て
み

る
こ
と
に
し
た
そ
う
だ
。
み
ん
な
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る

場
に
す
る
べ
く
、
し
つ
ら
え
に
は
、
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
立

ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
若
狭
公
民
館
館
長
の
宮
城
潤
さ
ん
と

た
本
人
、
そ
の
い
と
こ
の
3
人
組
も
い
れ
ば
、

小
学
校
の
掲
示
板
で
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
の
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
友
だ
ち
と
こ
こ
で
待
ち
合
わ
せ
を

し
た
と
い
う
子
、
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
の
上
級
生

が
来
て
い
る
の
で
立
ち
寄
っ
た
低
学
年
の
子

―
―
。
壁
の
な
い
公
民
館
で
は
知
ら
な
い
人
同

士
で
も
自
然
に
交
わ
っ
て
い
く
。

● 

必
要
な
の
は
ハ
コ
モ
ノ
で
は
な
く

ジョーさんの紙芝居ジョーさんの紙芝居

若狭公民館職員で曙地区担当の崎枝博若狭公民館職員で曙地区担当の崎枝博
至さん（中央）。パーラー公民館やまち至さん（中央）。パーラー公民館やまち
づくり協議会に関わり、この日はコマづくり協議会に関わり、この日はコマ
回しをしたことがない子どもたちにや回しをしたことがない子どもたちにや
り方を伝授り方を伝授
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つ
な
が
り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
力
も
借
り
た
。

「
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
は
、
若
狭
公
民
館
の
出
張
型
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
。
大
切
に
し
て

き
た
の
は
、
あ
く
ま
で
曙
地
区
の
人
た
ち
が
主
体
と
な
っ

て
集
ま
る
場
で
す
」
（
宮
城
さ
ん
）

　
地
域
に
よ
っ
て
環
境
も
住
民
の
特
性
も
、
課
題
も
違
う
。

だ
か
ら
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
。
曙
地
区
は
子
だ
く
さ
ん
の
家

庭
が
多
い
が
、
前
出
の
赤
嶺
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
通
り
遊

び
場
や
近
隣
の
交
流
が
少
な
く
、
自
治
会
加
入
率
が
低
い

と
い
っ
た
課
題
も
あ
っ
た
。

　
現
在
、
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
の
吉
田
修
さ
ん（
67
歳
）は
、「
子

ど
も
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
顔
が
見
ら
れ
る
の
が
何
よ

り
で
す
。
今
の
子
は
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
少
な
い
か
ら
。
こ

う
い
う
場
で
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
大
き
い
子
が
小
さ
い
子
の
面
倒
を
見
た

り
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
大
人
の
社
交
場
に
も
な
っ
て
い

て
、
特
に
小
さ
い
子
が
い
る
親
は
こ
こ
に
来
て
自
分
も
楽

し
み
な
が
ら
子
ど
も
を
遊
ば
せ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

● 

地
域
の
人
た
ち
の
力
で

　
吉
田
さ
ん
が
曙
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

を
し
て
い
た
約
10
年
前
に
、
地
域
の
有
志
が

開
催
し
て
い
た
居
場
所
の
取
り
組
み
が
諸
事

情
で
存
続
の
危
機
と
な
り
協
力
を
要
請
さ
れ
、

急
き
ょ
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
団
体
が
必
要
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
他
の
地
域
活
動
を
す
る
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
有
志
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
初
代
会
長
で
現
名
誉
会
長
の
上
原
美

智
子
さ
ん
ら
と
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
「
曙
地
区
に
も
公
民
館
が
欲
し
い

」

と
い
う
前
述
の
声
が
上
が
り
、
2
0
1
7
年
に
若
狭
公
民

館
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
派
遣
の
形
で
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
が
走

り
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
若
狭
公
民
館
に
よ
る
3
年
間

の
伴
走
期
間
を
経
て
、
20
年
か
ら
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
運
営
を
引
き
継
い
で
い
る
。

　
月
2
回
、
地
元
の
自
治
会
事
務
所
で
子
ど
も
食
堂
「
ほ

の
ぼ
の
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
る
玉
寄
文
代
さ
ん
（
70

歳
）
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
民
生
委
員

で
も
あ
る
。
那
覇
市
の
非
常
勤
職
員
を
退
職
後
も
「
地
域

へ
の
恩
返
し
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
携
わ
っ
て

曙小学校区まちづくり曙小学校区まちづくり
協議会会長の吉田さん協議会会長の吉田さん
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公民館の本質を探るチャレンジ
一緒に立ち上げ、運営のバトンを渡すまで
若狭公民館館長　宮城  潤さん

　曙地区の皆さんから「公民館が欲しい」という声が
上がったとき、「集まって何かする場」でなく、あえ
て「公民館」と言っているところが興味深いなと思い

ました。ご本人たちも気づいていないニーズがそこにあるかもしれないと考
えたんです。
　若狭公民館でも、公民館としての活動の幅を広げてみたいという思いが以
前からあったので、「『つどう・まなぶ・むすぶ』が役割とされる公民館の
本質って何だろう？」と、曙地区の人たちのニーズに応える中で探っていく
チャレンジが始まりました。単に公民館の既存の機能を持っていくのでなく、
地域の人たちと一緒に、実情に応じて必要とされる活動を一緒に生み出して
いく最小限の環境として考え出されたのが、パーラー公民館です。
　最初から、私たちが運営するのは３年間限定と宣言して、その間に少しず
つ運営を地域に移行していきました。３年間での盛り上がりや、子どもたち
の成長、いろいろな人がつながって続いてきたという確信があったので、そ
の後も地域の人たちの手で「続けたい」ということになりました。今もあの
パラソルがアイコンになっているのはうれしいですね。
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も
惹
き
つ
け
ら
れ
る
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
の
居
心
地
の
良
さ

の
秘
密
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
遊
ん
で
い
る
と
『
お
腹

す
い
た
』
と
か
『
何
か
な

い
？
』
と
い
う
子
が
必
ず

い
る
ん
で
す
よ
。
子
ど
も

食
堂
は
月
2
回
だ
か
ら
、

こ
こ
で
も
月
1
回
出
張
カ

フ
ェ
を
や
っ
て
い
ま
す
」

お
り
、
パ
ー
ラ
ー
公
民
館

の
開
館
日
に
は
必
ず
“
出

張
カ
フ
ェ
”
と
し
て
手
作

り
の
軽
食
や
お
や
つ
を
携

え
て
く
る
。

　
多
く
の
人
が
関
わ
る
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
だ
が
、
運
営
側

は
極
力
「
何
も
し
な
い
人
」
で
い
る
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
る
。
運
営
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
作
業
は
す
る
が
、

基
本
的
に
集
ま
っ
て
き
た
人
た
ち
の
様
子
を
眺
め
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
と
、
ま
っ
た
く
の

平
た
い
関
係
だ
。
集
ま
っ
た
人
が
自
然
に
自
分
の
力
を
発

揮
す
る
に
は
、 “
指
導
”
し
た
り
何
か
を
“
し
て
あ
げ
る
”

の
は
禁
物
な
の
だ
。
シ
ニ
ア
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
運
営

し
つ
つ
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
過
ご
し
、
若
い
親
世
代

ほのぼのカフェの玉寄さんと、玉寄さんが持参した沖ほのぼのカフェの玉寄さんと、玉寄さんが持参した沖
縄で冬至に食べる郷土料理「冬至雑炊（トゥンジージ縄で冬至に食べる郷土料理「冬至雑炊（トゥンジージ
ューシー）」のおにぎりに引き寄せられる子どもたちューシー）」のおにぎりに引き寄せられる子どもたち
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※当財団HPトップページ→「ライブラリー」→「各種広報ツール」からダウンロードできます。
◎ お問い合わせは当財団まで ◎

電話（03）5470-7751　メール  mail@sawayakazaidan.or.jp

地域の力で子どもたちの共感力を育てる、
そしてシニアも元気になる

「ともあそび」を始めませんか？

地域シニアが
子どもたちと共に遊ぶ
ともあそびへの
おさそい

「どう遊ぶ？」ＱＡ

シニアの出番！　
子どもが育つ、
みんなも楽しむ
「ともあそび」
プロジェクト
あなたもやってみませんか

 　子どもたちが、幼い頃から地域のいろいろな人と「あそび」を通じて
関わり合う中で、「共感力」を育んでいける地域づくりを進めましょう　
子どもと遊ぶことで、シニアも地域もエネル
ギーをもらい元気になれます。みんなで子ど
もたちを育てる地域づくりに、当財団の〝と
もあそび〞冊子をぜひご活用ください。

ともあそびプロジェクトの
提言書です。今、地域でと
もあそびを広げる意義、子
どもたちの成長などについ
て解説しています。

ともあそびの種類や始め
方などを紹介しています。

ともあそびの準備、遊び方、
関わり方、言葉かけのポイン
トから、注意点や保護者との
関わりなどをＱ＆Ａ方式で分
かりやすく解説しています。

2025.215
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皆
様
の
ご
寄
付
を
原
資
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
・
人
々
が
参
加
す
る
地
域
共
生
社
会
実
現
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
「
地

域
助
け
合
い
基
金
」
。
今
月
号
は
、
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
日
本
語
学
習
支
援
、
生
活
支
援
、
居
場
所
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
助
成
先
団
体
の
活
動
報
告
も
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い
が
詰
ま
っ
た
多
彩
な
活
動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
府
中
Ｊ
Ｓ
Ｌ
日
本
語
支
援
協
会
」
は
、
府
中
市
在
住

在
学
の
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
と
保
護
者
が
学
校
や
地
域

で
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
2
0
1
7

年
に
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
よ
り
良
い
支
援

を
提
供
で
き
る
よ
う
同

市
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
日
本

語
学
習
や
学
校
転
入
時

の
初
期
適
応
、
学
校
と

家
庭
の
連
絡
支
援
等
を

実
施
。
地
域
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
の
た
め
、
学

「
地
域
助
け
合
い
基
金
」
助
成
先
の
ご
紹
介

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

助
成
金
額　

15
万
円

学
校
や
地
域
で
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に

外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
の
日
本
語
学
習
支
援

東
京
都
府
中
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
府
中
Ｊ
Ｓ
Ｌ
日
本
語
支
援
協
会

日本語の絵本の朗読を真剣に聞く子どもたち
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校
や
地
域
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
が
で
き
な
い
た
め
に
仕
事
に
就
く
こ
と

が
困
難
な
保
護
者
に
、
日
本
語
能
力
試
験
の
合
格
を
目
指
す
学
習
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
字
圏
で
な
い
子
ど
も
た
ち
に
日
本
語
を
定
着
さ
せ
る
の
は
非
常

に
難
し
い
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
今
回
の
助
成
金
で
テ
キ
ス
ト
や
問
題

集
を
購
入
、
子
ど
も
た
ち
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
プ
リ
ン
ト
や
コ
ピ

ー
だ
と
紛
失
し
た
り
順
番
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
学
習
に
支

障
が
出
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
「
自
分
の
テ
キ
ス
ト
」
と
い
う
意

識
か
ら
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
外
国
人
児
童
生
徒
が
学
校
で
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
日
本
人
児
童
生
徒
と
関

わ
り
い
き
い
き
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
多
様
性
社
会
実
現
に
も
つ
な
が
り
、

双
方
に
と
っ
て
良
い
効
果
が
生
ま
れ
る
」

と
信
じ
て
活
動
す
る
府
中
Ｊ
Ｓ
Ｌ
日
本
語

支
援
協
会
。「
こ
と
ば
で
困
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
、
や
さ
し
い
日
本

語
で
接
し
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

と
、
報
告
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

「
ち
ょ
こ
っ
と
お
助
け
東
伊
那
」
は
高
齢
化
率
37
％
、
高
齢
者
の
約

1
割
が
一
人
暮
ら
し
と
い
う
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
地
域
に
あ
り
、

住
民
同
士
、
さ
さ
や
か
で
も
で
き
る
こ
と
で
助
け
合
え
る
優
し
く
あ

た
た
か
な
地
域
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
約
半
年
間

の
検
討
を
重
ね
2
0
2
3
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
中
心
地
に
設
置
し
た
「
な
ん
で
も
相
談

所
」
を
拠
点
に
、
地
域
の
サ
ロ
ン
や
民
生
児
童
委

員
に
も
受
付
窓
口
と
し
て
協
力
し
て
も
ら
い
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
困
り
事
で
あ
る
、
通
院

や
買
い
物
等
の
外
出
支
援
、
掃
除
や
ご
み
出
し
等

の
家
庭
内
支
援
、
草
刈
り
や
庭
木
の
手
入
れ
等
の

環
境
整
備
支
援
、
家
電
修
理
や
携
帯
パ
ソ
コ
ン
の

取
り
扱
い
な
ど
の
電
気
通
信
関
係
支
援
等
を
行
い

ま
す
。
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
16
名
か
ら
の
応

助
成
金
額  

14
万
2
0
0
0
円

長
野
県
駒
ヶ
根
市

「
な
ん
で
も
相
談
所
」
で
困
り
事
受
け
付
け

優
し
く
あ
た
た
か
な
生
活
支
援
の
活
動

ち
ょ
こ
っ
と
お
助
け
東
伊
那

相談所は地域の憩いの場でもある
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募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
助
成
金
で
、
「
な

ん
で
も
相
談
所
」
開
設
の
た

め
の
テ
ー
ブ
ル
や
座
布
団
等

備
品
を
購
入
、
地
域
住
民
へ

周
知
の
た
め
の
チ
ラ
シ
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
も
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

発
足
し
て
1
年
、
地
域
住
民
の
認

知
も
少
し
ず
つ
進
み
、
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
21
名
、
お
助
け
の
依
頼
は

32
件
と
な
り
ま
し
た
。
依
頼
者
か
ら

は
大
変
喜
ば
れ
、
活
動
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
、
「
少
し
ず
つ
広
ま

っ
て
き
た
こ
の
支
え
合
い
の
輪
を
一

層
広
げ
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

地
域
で
長
く
暮
ら
し
て
い
る
間
に
、
自
分
自
身

も
、
親
し
く
近
所
付
き
合
い
を
し
て
い
た
人
た
ち

も
施
設
へ
入
居
し
た
り
、
加
齢
と
と
も
に
外
出
困

難
と
な
る
な
ど
、
地
域
が
静
か
で
寂
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
「
う
ー
ち
ゃ
ん

の
部
屋
」
の
代
表
者
。
何
か
で
き
な
い
か
と
、
あ
い
さ

つ
や
ご
み
出
し
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら
手
伝
い
な
が
ら

模
索
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
2
層
Ｓ
Ｃ
か
ら
紹
介
を
受

け
、
地
域
の
集
会
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
居
場
所
の
様
子
を
見
学
し
、
皆
が
楽
し
く

有
意
義
な
時
間
を
共
有
し
て
い
る
様
子
に
感
銘
を
受
け

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
に
も
住
み
慣
れ
た
場
所

で
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
お
手
伝
い
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
、
自
宅
の
リ
ビ
ン
グ
を
開
放
し
「
う

助
成
金
額  

15
万
円

京
都
府
宇
治
市

愛
犬
う
ー
ち
ゃ
ん
が
お
出
迎
え

自
宅
の
リ
ビ
ン
グ
を
み
ん
な
の
居
場
所
に

う
ー
ち
ゃ
ん
の
部
屋

うーちゃんの部屋に集うご近所の皆さん（上）と、
代表者の愛犬「うーちゃん」（右）

活動の様子
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地
域
助
け
合
い
基
金
は
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
・
被

災
者
に
も
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
寄
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
月
15
日
　
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
示
時
点
）

◎
寄
付
受
付
額

2
4
8
件　

１
億
９
４
３
４
万
３
３
７
円

こ
の
う
ち
当
財
団
よ
り
１
億
６
１
６
２
万
１
０
０
０
円
を
供
出

◎
助
成
実
行
額

１
２
３
２
件　

１
億
８
８
９
５
万
９
１
９
６
円

電話：（03）5470-7751
FAX：（03）5470-7755

メール：tasukeai-kikin@sawayakazaidan.or.jp

地域助け合い基金
担当

基金に関するご意見・お問合せ

●基金に関する情報、およびクレジットカード決済は、
　上のコードもご利用ください

財団ホームページ内
基金関連ページ

クレジットカード
決済ページ

　当財団ホームページでは毎日、寄付と助成金額を
開示しており、助成可能な金額もご覧いただけます。
寄付や助成をお考えの方は参考にしてください。

ー
ち
ゃ
ん
の
部
屋
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
助
成
金
は
開
設
準
備
と
し
て
、
玄
関
と
ト
イ
レ
の
手
す
り

の
設
置
、
調
理
機
器
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ

ッ
ト
等
の
備
品
購
入
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

月
1
回
4
～
5
名
の
参
加
で
、
代
表
者
の
趣
味
を
生
か
し
て
み
ん

な
一
緒
に
お
菓
子
作
り
を
し
、
出
来
た
て
の
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら

地
域
の
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
防
災
や
介
護
な
ど
話
題
は
尽
き
な

い
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
あ
い
さ
つ
程
度
だ
っ
た
顔
見
知
り
の
人

た
ち
が
、
親
し
い
友
人
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
「
小
さ
な
変
化
で
す

が
、
地
道
に
続
け
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
今
後
も
少
し
ず
つ

で
す
が
地
域
の
方
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「地域助け合い基金」
状況のご報告
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認
知
症
カ
フ
ェ
あ
る
い
は
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
身
近

な
場
所
で
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
た
ち
、

専
門
職
な
ど
誰
で
も
、
気
軽
に
集
ま
り
交
流
で
き
る
場
で
す
。

認
知
症
の
人
と
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
が
相
互
の
理
解
を
深

め
、
認
知
症
の
人
の
思
い
や
悩
み
を
共
有
し
、
認
知
症
に
関

す
る
理
解
や
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
、
「
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
に
欠
か
せ
な

い
活
動
で
す
。

　

私
は
人
を
理
解
す
る
た
め
の
最
も
良
い
方
法
は
、
気
持
ち

の
上
で
も
姿
勢
の
上
で
も
同
じ
目
線
の
高
さ
で
そ
の
人
と
直

接
接
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
な
こ
と
で
恐

縮
で
す
が
、
医
学
部
学
生
時
代
に
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
被
害
児
、

キ
ノ
ホ
ル
ム
被
害
者
や
数
多
く
の
障
害
者
と
一
緒
に
な
っ
て

サ
ッ
カ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
、
裁
判
支
援
運
動
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
体
験
が
、
私
が
今
日
ま
で
地
域
医
療
に
関
わ
り
続
け
て
い

る
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
5
年
に
は
認
知

症
の
人
が
4
7
1
万
6
0
0
0
人
と
な
り
、
医
療
・
福
祉
の

専
門
職
、
民
生
委
員
や
行
政
職
な
ど
で
認
知
症
の
人
や
家
族

に
接
す
る
人
の
数
は
膨
大
な
数
に
上
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
地
域
の
取
り
組
み

（
す
ぎ
や
ま
　
た
か
ひ
ろ
）

1
9
7
3
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
。
1
9
9
8
年
9
月
川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
に
、
2
0
2
3
年
7
月
社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
理
事
長
に
就

任
。
1
9
8
1
年
か
ら
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
の
活
動

に
参
加
。
全
国
本
部
の
副
代
表
理
事（
副
代
表
）。
公
益
社
団
法
人
日
本
認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会
顧
問
、
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

評
議
員
。
著
書
は
、
杉
山
孝
博
著
「
マ
ン
ガ
で
わ
か
る　

認
知
症
の
９
大

法
則
と
１
原
則
」（
法
研
）、
杉
山
孝
博
監
修
「
認
知
症
の
人
の
不
可
解
な

行
動
が
わ
か
る
本
」
（
講
談
社
）
な
ど
多
数
。

杉
山  

孝
博

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会
理
事
長

川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

共
生
社
会

共
生
社
会

―
認
知
症
と
の

　
新
し
い
向
き
合
い
方

10

2月号-エッセイ_杉山.indd   202月号-エッセイ_杉山.indd   20 2025/02/03   18:19:352025/02/03   18:19:35



2025.221

と
で
、
認
知
症
カ
フ
ェ
は
広
く
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
度
の
実
績
調
査
で
は
、
47
都
道
府
県
1
5
4
3

市
町
村
で
7
9
0
4
の
カ
フ
ェ
が
運
営
さ
れ
て
い
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
の
特
徴
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
「
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
相
談
で
き
、
思
い
や
悩
み
を

話
す
こ
と
が
で
き
る
」
「
認
知
症
の
人
や
家
族
が
主
体
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
地
域
住
民
や
専
門
職
な
ど
が

認
知
症
の
人
と
家
族
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
」
「
地
域
住

民
が
認
知
症
や
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
神
奈
川
県
支
部
で
は
、
「
琥
珀

カ
フ
ェ
」
（
2
0
1
4
年
か
ら
）、
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ア
マ

リ
リ
ス
」
（
2
0
1
7
年
か
ら
）
の
2
つ
の
認
知
症
カ
フ
ェ
を

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
検
索
す
れ
ば
、
身
近
な
地
域
の
認

知
症
カ
フ
ェ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
、

専
門
職
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

認
知
症
の

人
を
知
る
た
め
の
第
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
次
号
に
続
く
）

認
知
症
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と

し
て
養
成
さ
れ
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
1
5
0
0
万
人

（
2
0
2
4
年
3
月
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
の
つ
ど
い
の
場
で
、
「
ケ
ア
マ

ネ
や
看
護
師
さ
ん
た
ち
は
、
私
の
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
て
、

使
い
や
す
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
が
、
私
の
本
当
の
思
い
を
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
で
も
、
つ
ど
い
で
は
、
介
護
者
も
専
門
職
も
、

同
じ
思
い
や
同
じ
立
場
で
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
兼
ね

な
く
話
が
で
き
ま
す
」
と
い
う
介
護
者
か
ら
の
感
想
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
私
も
同
感
で
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の
本
音

を
聞
く
た
め
に
は
、
専
門
職
は
職
場
か
ら
離
れ
て
、
つ
ど
い

や
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
身
近
な
地
域
の
中
で
、
気
軽
に
訪
れ
、

自
由
に
交
流
で
き
る
場
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
市

区
町
村
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
認
知
症
関
連
団
体
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
運
営
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
に
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

2月号-エッセイ_杉山.indd   212月号-エッセイ_杉山.indd   21 2025/02/03   18:19:352025/02/03   18:19:35



2025.2 22

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
令
和
5
年
人
口
動
態
統
計
月

報
年
計
の
概
況
」
を
み
る
と
、
日
本
の
三
大
死
因
は
①
が
ん
、

②
心
疾
患
、
③
老
衰
で
し
た
。
老
衰
で
亡
く
な
る
人
が
20
年

で
8
倍
に
な
り
、
90
歳
以
上
だ
と
死
因
の
第
1
位
（
2
0
2

2
年
人
口
動
態
統
計
）
で
す
。
高
齢
社
会
と
は
多
死
時
代
で

も
あ
り
ま
す
。

　

特
養
ホ
ー
ム
は
平
均
年
齢
87
歳
、
平
均
滞
在
期
間
3
年
2

カ
月
で
年
々
短
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
定
員
1
0
0
人
の

特
養
ホ
ー
ム
で
は
、
年
間
約
30
名
が
退
居
し
て
お
り
、
多
く

の
人
は
特
養
ホ
ー
ム
で
看
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

看
取
り
期
と
判
断
す
る
の
は
、
特
養
ホ
ー
ム
の
配
置
医
師

で
す
。
家
族
に
伝
え
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
看
取
る
か
を
相

談
し
ま
す
。

　

延
命
を
望
ま
な
い
場
合
「
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
」
「
飲
め

な
く
な
る
」
と
い
う
自
然
の
摂
理
に
そ
っ
て
支
援
し
て
い
く

な
か
で
、
栄
養
士
は
「
な
に
だ
っ
た
ら
食
べ
る
の
か
」
「
ど

う
し
た
ら
食
べ
ら
れ
る
の
か
」
を
一
生
懸
命
考
え
ま
す
。

　

食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、
自
分
で
食
べ
た
い
意
思
は
あ
る

公
益
財
団
法
人
Ｕ
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
理
事
長  

本
間  

郁
子

看
取
り
を
支
え
る
①

人
生
1
0
0
年 

地
域
と
つ
な
が
る
施
設
と
は

（
ほ
ん
ま
　
い
く
こ
）

図
書
館
情
報
大
学
卒
業
（
現
筑
波
大
学
）。

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
評
議
員
、
学
校
法
人

光
塩
学
園
評
議
員
。
利
用
者
の
人
権
を
守

る
た
め
の
高
齢
者
生
活
施
設
の
認
証
・
評

価
事
業
を
創
設
。
全
国
の
介
護
施
設
や
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
講

師
を
務
め
る
。<

表
彰>

2
0
0
5
年
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
東
京
受
賞
、
2
0
1
0
年
エ
イ
ボ
ン
女
性
大
賞
受
賞
。<

著

書>

多
数
。
近
著
『
こ
の
一
冊
で
わ
か
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
選
ぶ
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
』
（
30
ペ
ー
ジ
）。
お
申
し

込
み
は
、A
m
a
z
o
n
か
U
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所
（
電
話
0
3

‐
6
9
0
4
‐
4
6
1
1
）
へ

10
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痛
症
、
多
系
統
萎
縮
症
、
頸
椎
・
腰
椎
狭
窄
症
な
ど
の
疾
病

を
持
ち
な
が
ら
も
、
ふ
だ
ん
は
時
間
を
か
け
て
自
分
で
食
べ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
「
食
べ
も
の
が
呑
み

込
め
な
く
な
っ
て
き
た
の
。
上
手
く
口
に
運
べ
な
い
の
よ
」

と
話
し
づ
ら
そ
う
に
し
な
が
ら
も
職
員
に
懸
命
に
伝
え
ま
し

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
栄
養
士
は
、
「
も
う
す
ぐ
お
誕
生
日
で

す
ね
。
何
が
食
べ
た
い
で
す
か
」
と
聞
く
と
「
パ
ス
タ
が
食

べ
た
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
に
迷
惑
か
か
る
か
ら
…
」
と
い
う
。

感
染
対
応
中
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
施
設
内
の
喫
茶
室
の
一

角
を
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕
切
っ
て
目
の
前
で
調
理
し
ま
し

た
。
パ
ス
タ
は
ご
本
人
の
希
望
で
納
豆
パ
ス
タ
と
明
太
子
パ

ス
タ
。
ど
ち
ら
も
お
子
さ
ん
に
よ
く
作
っ
て
い
た
思
い
出
の

料
理
だ
と
い
う
。
終
始
笑
顔
で
全
部
召
し
上
が
り
ま
し
た
。

　

特
養
ホ
ー
ム
は
生
活
の
場
で
す
。
一
人
一
人
の
「
食
べ
た

い
」
を
叶
え
る
こ
と
が
幸
せ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
た

だ
、
中
に
は
何
が
食
べ
た
い
か
言
え
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
は
地
域
の
な
じ
み
の
食
材
や
味
は
な
に
か
を
地
元

の
人
か
ら
聞
き
作
っ
て
み
る
と
い
い
ま
す
。
地
域
の
食
文
化

を
知
る
こ
と
は
人
生
最
期
の
心
の
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
ま
す
。

が
、
脳
梗
塞
の
後
遺
症
も
あ
り
飲
み
込
み
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
人
に
、
食
べ
た
い
と
い
う
思
い
を
叶
え
る
お
手
伝
い
が

し
た
い
と
思
っ
た
栄
養
士
は
、
ご
家
族
か
ら
大
好
き
な
「
あ

ん
こ
」
を
食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
を
聞
き
ま
し
た
。
小

豆
を
煮
て
あ
ん
こ
を
作
り
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
こ
し
あ
ん

に
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
プ
ー
ン
に
3
分
の
1
ず
つ

舌
の
奥
に
の
せ
、
嚥
下
を
促
し
て
み
る
け
れ
ど
呑
み
込
め
ま

せ
ん
。
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
に
水
を
含
ま
せ
て
こ
し
あ
ん
を
の

せ
る
と
、
何
と
む
せ
ず
に
飲
み
込
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
そ
の

人
が
口
か
ら
食
べ
た
最
後
の
も
の
で
し
た
。
亡
く
な
る
前
の

日
、
「
さ
っ
き
、
あ

ん
こ
食
べ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
か
」
と

職
員
が
聞
く
と
、

「
う
ま
か
っ
た
」
と

小
さ
な
声
で
答
え
た

と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
る
人
は

リ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋

利用者の要望に応えて「ぬか漬け」を毎日
提供する栄養士。最後に「ここのぬか漬け
食べたい」と家族に伝えた。
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鈴鹿市の皆さんが
　　　藤枝市を視察訪問

現場視察
レポート

　昨年12月２日、三重県鈴鹿市稲生地区の「稲生助け愛ネット」を中心と
する視察団28名の皆さんが、静岡県藤枝市を訪問しました。
　鈴鹿市は『さぁ、やろう』vol.22（2023年７月発行）、藤枝市は『さぁ、
言おう』2023年３月号で当財団が好事例として紹介させていただきまし
たが、昨年、稲生助け愛ネット様より当財団に視察先紹介の依頼があり、
藤枝市をご紹介して実現したものです。
　当日は、鈴鹿市の皆さんがバスで藤枝市を訪問。生涯学習センターで、
藤枝市の生活支援団体「はちすけ」や行政担当者、市社会福祉協議会の皆
さんら17名が出迎え、その後お互いの活動を報告し合い、質疑応答を行い
ました。
　また、藤枝市内の居場所「かいらハウス」にも鈴鹿市の10名ほどが訪問
し、コーヒーとお菓子のおもてなしを受けました。主宰者の今野智子さん
が居場所に対する熱い思いを語られ、視察した皆さんはその居心地の良さ
と常設型居場所の重要性をじかに感じ、心を動かされたようでした。
　事後アンケートでも、お互いの活動内容の違いから学んだ点、常設型居
場所の必要性、住民主体の活動に対する行政の支援等についてさまざまな
意見が寄せられました。
　藤枝市、鈴鹿市の活動が今後ますます広がるよう応援しています　　　

　　　    （編集部）
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新しい
ふれあい社会づくりに

向けて

　さわやか福祉財団は、子どもから高齢者まですべての人が、
それぞれの尊厳を尊重しながら、いきがいをもって、

ふれあい、助け合い、共生する地域社会づくりを一貫して進めています。
さらに、全国自治体が地域支援事業で取り組んでいる

住民主体の助け合いの地域づくりも強力に支援しています。
　どうぞ、皆様の地域の情報もお寄せください。

助け合いいきがいふれあい

● ご支援ありがとうございます。
さわやかパートナー（賛助会員）・
ご寄付者の皆様のご紹介

活動日記（抄）
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医
療
法
人
社
団
ケ
イ
セ
イ
会

パ
ー
ク
サ
イ
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク

株
式
会
社
島
津
製
作
所

関
彰
商
事
株
式
会
社

長
野
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

日
本
フ
レ
ー
バ
ー
工
業
株
式
会
社

植
木  

茂

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
本
財
団
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
財
政
的
・
精
神
的
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
賛
助
会
員
の
皆
様
で
す
。

会
費
は
寄
付
金
の
一
種
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
規
ご
入
会
の
会
員
の
方
、
会
員
を
ご
継
続
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
毎
号
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）（
2
0
2
4
年
12
月
1
日
〜
12
月
31
日
財
団
受
付
分
）
※
な
お
、
自
動
振
替
の
場
合
等
、
処
理
日
と
財
団
受
付
日
に
ず
れ
が
出
て
掲
載
時
期
が
ず
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

堤  

孝
雄

大
阪
府

二
井
矢  

道
生

西
井  

久

前
東  

ふ
み
子

広
島
県

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
個
人
（
38
件
）

（
都
道
府
県
別
50
音
順
）

さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
法
人
（
5
件
）（

50
音
順
）

北
海
道

鍵
政  

弘
子

八
木
橋  

道
子

群
馬
県

高
橋  

恵
理

埼
玉
県

菅
谷  

雄
一

田
中  

茂
利

平
澤  

や
す
子

平
野  

方
紹

細
井  

親
子

千
葉
県

青
木  

敏
郎

菊
地  

多
鶴
恵

北
田  

仁
則

清
水  

勇
男

丹
澤  

明
子

丹
澤  

泰
夫

横
地  

泰
公

東
京
都

姉
崎  

猛

遠
藤  

英
嗣

大
石  

芳
野

鈴
木  

裕
子

田
所  

裕
二

辻󠄀
村  

哲
夫

山
﨑  

威
司

吉
原  

初
江

神
奈
川
県

古
賀  

啓
子

妹
尾  

信
二

高
橋  

秀
和

中
島  

晰

福
江  

孝
夫

松
岡  

紀
雄

茂
木  

克
美

山
梨
県

石
田  

義
愛

長
野
県

古
川  

静
男

愛
知
県

笠
原  

盛
泰

古
賀  

啓
子
（
3
千
円
）

清
水  

敦
子
（
5
万
円
）

高
嶋  

宏
臣
（
1
万
円
）

堤  

孝
雄
（
4
万
円
）

ほ
っ
こ
り
倶
楽
部
（
2
万
3
2
5
0
円
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ベ
ン
ダ
ー
協
会（
51
万
5
6
9
7
円
）

匿
名
希
望
（
6
千
円
）

匿
名
希
望
（
30
万
円
）

一
般
ご
寄
付
（
8
件
）

（
50
音
順
）
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【
12
月
15
日
】
地
域
の
支
え
合

い
の
重
要
性
や
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
の
周
知
等
を
目
的
と

し
た
葛
城
市
の
住
民
活
動
発
表

会
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
助

け
合
い
の
ま
ち
」
が
開
催
さ
れ
、

市
民
や
奈
良
県
内
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
な
ど
1
2
5

名
が
参
加
。
当
財
団
は
基
調
講

演
の
講
師
お
よ
び
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
協
力
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
阿
古
和
彦

市
長
が
「
葛
城
市
の
取
り
組
み

は
全
国
で
も
参
考
と
さ
れ
て
お

り
、
社
協
職
員
が
全
国
に
出
向

い
て
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
す
こ
と
が
増
え
て
き
た
」

と
関
係
者
の
取
り
組
み
を
評
価
。

今
後
ま
す
ま
す
住
民
主
体
の
助

け
合
い
・
支
え
合
い
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
、
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

続
い
て
、
財
団
か
ら
「
み
ん

な
で
つ
く
ろ
う
！
助
け
合
い
の

ま
ち
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。

高
齢
者
を
支
え
る
日
本
の
現
状
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
社

会
参
加
・
介
護
予
防
・
生
活
支

援
、
事
例
に
つ
い
て
、
特
に
、

生
活
支
援
は
自
分
事
に
し
て
ほ

し
い
こ
と
を
話
し
、
地
域
で
支

え
合
っ
て
い
く
大
切
さ
を
伝
え

た
。
ま
た
、
住
民
主
体
の
助
け

合
い
活
動
を
紹
介
し
、
「
み
ん

な
で
助
け
合
う
葛
城
市
を
目
指

そ
う
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

　

活
動
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
葛
城
市
の
第
1

層
Ｓ
Ｃ
田
口
研
一
郎
氏
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
。
「
地
域
交
流
会

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
」
の
大
学
生
に

よ
る
モ
ル
ッ
ク
を
通
じ
た
活
動
、

「
西
室
サ
ロ
ン　

ア
ル
カ
ス
の

会
」
の
サ
ロ
ン
に
お
け
る
多
様

な
取
り
組
み
、
「
大
畑
ま
ぁ
る

い
会　

芽
ぶ
き
」
の
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
住
民
の
た
め
の
勉

強
会
等
が
報
告
さ
れ
、
財
団
か

ら
は
各
団
体
代
表
者
3
名
に
活

動
を
や
っ
て
み
て
の
心
の
変
化

や
状
況
を
聞
い
た
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
の
中
村
陽
紀

氏
は
「
新
た
な
出
会
い
が
あ
り
、

『
あ
り
が
と
う
』
と
言
っ
て
も

ら
え
た
。
福
祉
の
入
り
口
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
」、

ア
ル
カ
ス
の
会
の
下
田
美
芳
子

　
地
域
支
援
事
業
の
活
動
報
告
は
、
こ
の
ほ
か
に
当
財
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｃ
＝
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

2025.227

地
域
の
ふ
れ
あ
い
・
助
け
合
い
を
広
げ
よ
う

住
民
活
動
発
表
会

■ 

葛
城
市
（
奈
良
県
）

ふ
れ
あ
い
推
進
事
業

各
地
・
各
事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
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氏
は
「
最
初
は
気
持
ち
が
定
ま

ら
な
か
っ
た
が
、
や
る
と
決
め

た
ら
楽
に
な
っ
た
。
思
い
を
行

動
に
で
き
、
以
前
よ
り
み
ん
な

健
康
に
な
っ
た
」
、
大
畑
ま
ぁ

る
い
会
の
多
根
成
弘
氏
は
「
社

協
の
研
修
を
受
け
て
『
や
っ
て

や
る
か
』
の
気
持
ち
か
ら
『
さ

せ
て
い
た
だ
く
』
に
変
わ
っ
た
。

よ
そ
の
地
区
が
苦
し
ん
で
い
た

ら
助
け
に
行
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

財
団
か
ら
は
「
ま
ず
は
一
人

ひ
と
り
の
小
さ
な
一
歩
が
大
切

で
、
『
助
け
て
』
と
言
え
る
葛

城
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
世
代

を
超
え
た
助
け
合
い
を
実
現
し
、

お
互
い
さ
ま
で
助
け
合
う
葛
城

市
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
伝
え
、
田
口
氏

は
「
他
地
区
や
他
の
人
だ
か
ら

で
き
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

地
域
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え

て
ほ
し
い
。
皆
で
お
し
ゃ
べ
り

し
て
伝
え
れ
ば
可
能
性
が
広
が

る
。
今
日
の
ヒ
ン
ト
が
一
歩
に

な
れ
ば
」
と
呼
び
か
け
た
。

（
目
﨑　

智
恵
子
）

ト
ワ
ー
ク
形
成
の
た
め
に
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
よ
り
実
践
的
な
研
修

と
な
る
よ
う
、
参
加
者
に
「
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

現
状
の
課
題
を
挙
げ
て
も
ら
い
、

課
題
へ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
講
義

【
12
月
16
日
】
豊
島
区
令
和
6

年
度
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

Ｓ
Ｃ
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
当

財
団
が
講
師
を
務
め
た
。
参
加

者
は
第
1
層
・
第
2
層
Ｓ
Ｃ
の

計
8
名
。
こ
の
研
修
会
は
、
第

2
層
Ｓ
Ｃ
の
技
能
向
上
と
ネ
ッ

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
現
状
の
取
り
組
み

共
有
と
課
題
解
決
に
向
け
た
意

見
交
換
等
を
行
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
少
人
数

で
行
っ
た
こ
と
や
、
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
現
状
の
取
り
組
み

と
課
題
を
ま
と
め
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
各
グ
ル
ー
プ
と
も
活

発
な
情
報
交
換
と
な
り
、
参
加

者
は
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
よ

う
だ
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

の
情
報
に
偏
り
が
な
い
よ
う
、

最
後
に
全
体
発
表
で
共
有
し
た
。

　

発
表
で
は
、
第
2
層
Ｓ
Ｃ
の

役
割
の
捉
え
方
や
、
ラ
ジ
オ
体

操
な
ど
高
齢
者
が
比
較
的
参
加

し
や
す
い
活
動
を
盛
り
込
ん
だ

集
い
の
場
の
取
り
組
み
が
共
有

さ
れ
、
そ
う
し
た
場
で
の
自
然

な
見
守
り
や
支
援
が
必
要
な
人

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
っ
た
事

例
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
リ

葛城市の住民活動発表会の様子

第
２
層
Ｓ
Ｃ
の
技
能
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
目
的
に

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
Ｓ
Ｃ
研
修
会

■ 

豊
島
区
（
東
京
都
）

2月号-ご支援+活動報告+みんな.indd   282月号-ご支援+活動報告+みんな.indd   28 2025/02/03   18:24:152025/02/03   18:24:15



【
12
月
18
日
】
長
崎
県
内
の
市

町
職
員
と
Ｓ
Ｃ
を
対
象
と
し
た

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
昨

年
8
月
に
1
回
目
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
は
2
回
目
。
1
回
目

の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
情

報
交
換
の
時
間
を
も
っ
と
取
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、

今
回
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
長

め
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

た
。
今
回
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
地
域
全
体
で
の
活
動
、

自
身
が
最
近
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
」
「
地
域
や
自
身
の
抱
え

る
課
題
」
「
今
回
の
研
修
で
学

び
た
い
こ
と
、
他
の
参
加
者
と

情
報
交
換
し
た
い
こ
と
」
に
つ

い
て
参
加
者
か
ら
聞
い
た
内
容

ー
ダ
ー
と
な
る
人
が
い
な
い
、

会
場
と
な
る
場
所
が
な
い
、
関

係
機
関
と
の
連
携
が
難
し
い
と

い
っ
た
課
題
に
対
し
て
、
参
加

者
が
“
お
客
様
”
に
な
ら
な
い

よ
う
に
働
き
か
け
る
、
会
場
設

定
や
場
所
に
行
く
た
め
の
負
担

の
少
な
い
小
規
模
サ
ロ
ン
を
増

や
し
て
い
く
、
大
学
生
な
ど
若

い
世
代
に
は
活
動
内
容
も
自
分

た
ち
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が

成
功
体
験
と
な
り
活
動
継
続
に

つ
な
が
っ
た
、
と
い
っ
た
課
題

解
決
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
事
例
の

共
有
も
あ
っ
た
。

　

施
設
、
学
校
、
企
業
等
の
活

動
場
所
や
人
材
が
豊
富
と
い
う

都
市
部
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、
今
回
得
た
情
報
も

活
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
地

域
づ
く
り
の
充
実
・
発
展
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
岡
野　

貴
代
）

を
資
料
と
し
て
ま
と
め
、
当
日

配
布
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
材

料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。

　

県
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
状
況
報
告
等

に
続
き
、
財
団
か
ら
「
こ
れ
か

ら
の
地
域
づ
く
り
を
地
域
の
中

か
ら
考
え
る
」
と
し
て
講
演
し

た
。
制
度
や
地
域
が
変
化
す
る

中
で
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

や
っ
て
き
た
こ
と
や
地
域
の
強

み
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
し
い

事
業
も
活
用
し
て
い
く
こ
と
。

サ
ー
ビ
ス
作
り
も
重
要
だ
が
、

地
域
で
の
人
と
人
と
の
関
係
性

を
広
げ
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

も
住
民
の
力
を
生
か
す
こ
と
が

大
切
で
、
そ
の
方
法
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
ど
の
地
域
で
も
重
要
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
の
上

で
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
課
題

と
し
て
挙
が
っ
た
、
Ｓ
Ｃ
の
体

制
、
協
議
体
（
立
ち
上
げ
、
機

能
）
、
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し

（
方
法
等
）
、
住
民
主
体
（
我

が
事
化
、
助
け
合
い
の
必
要
性

の
理
解
、
働
き
か
け
方
等
）
、

担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
、
居
場

所
（
男
性
の
参
加
）
、
仲
間
づ

く
り
、
活
動
の
継
続
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン

ト
、
事
例
、
手
法
を
伝
え
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
2
回
、
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替

え
て
行
っ
た
。
1
回
目
は
行
政
、

第
1
層
、
第
2
層
に
分
か
れ
た

こ
と
で
、
同
じ
立
場
で
の
共
通

課
題
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
、

良
い
情
報
交
換
に
な
っ
た
よ
う

だ
っ
た
。
2
回
目
終
了
後
に
全

体
発
表
で
共
有
し
、
最
後
に
財

団
よ
り
、
①
情
報
交
換
で
得
ら

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ヒ
ン
ト
は
、

持
ち
帰
っ
た
ら
実
行
し
て
み
よ

2025.229

市
町
職
員
と

Ｓ
Ｃ
を
対
象
に

情
報
交
換
会
実
施

■ 

長
崎
県
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う
、
②
住
民
主
体
の
活
動
は
管

理
す
る
も
の
で
は
な
い
。
信
じ

て
任
せ
て
み
る
こ
と
が
大
事
、

と
伝
え
た
。

　

終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

「
住
民
の
意
識
改
革
が
重
要
と

い
う
こ
と
に
共
感
。
一
歩
ず
つ

住
民
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
」

「
『
住
民
を
信
じ
る
。
気
持
ち

の
あ
る
住
民
は
ど
の
地
域
に
も

い
る
』
と
い
う
言
葉
で
初
心
に

戻
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
人
を

集
め
よ
う
と
す
る
の
で
な
く
、

行
き
た
い
居
場
所
を
つ
く
る
」

等
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
好
評
で
、

「
得
意
な
こ
と
を
し
て
も
ら
う
」

「
男
性
の
参
加
」
「
地
域
座
談

会
」
「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決

が
参
考
に
な
っ
た
」
「
自
分
の

市
町
の
強
み
も
確
認
で
き
た
」

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

2
月
に
は
、
助
け
合
い
（
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
居
場
所
、

移
動
支
援
、
企
業
と
の
連
携
等
）

の
実
践
報
告
を
基
に
し
た
テ
ー

マ
型
研
修
会
を
予
定
し
て
い
る
。

（
鶴
山　

芳
子
）

【
12
月
24
日
】
第
1
層
Ｓ
Ｃ
1

名
、
第
2
層
Ｓ
Ｃ
1
名
で
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
を
推
進
し

て
き
た
天
童
市
よ
り
、
第
2
層

協
議
体
づ
く
り
に
着
手
し
た
い

と
当
財
団
に
相
談
が
あ
り
、
第

1
層
Ｓ
Ｃ
と
準
備
を
重
ね
、
こ

の
日
、
第
1
回
勉
強
会
を
実
施

し
た
。
第
2
層
協
議
体
の
エ
リ

ア
は
中
学
校
区
4
圏
域
と
す
る

計
画
で
、
今
年
度
は
第
三
中
学

校
区
に
対
し
て
3
回
の
勉
強
会

を
開
催
し
、
民
意
に
沿
っ
て
協

議
体
を
立
ち
上
げ
て
い
く
予
定
。

　

こ
の
勉
強
会
の
開
催
は
、
こ

れ
ま
で
の
地
区
社
協
、
民
生
・

児
童
委
員
、
福
祉
推
進
員
、
自

治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
な
ど
に
加
え
、
地
域

づ
く
り
委
員
会
（
公
民
館
）
、

食
生
活
改
善
推
進
員
、
婦
人
会
、

地
域
カ
フ
ェ
等
に
も
声
を
か
け

て
周
知
。
「
地
域
の
支
え
合
い

に
興
味
の
あ
る
方
、
地
域
を
良

く
し
た
い
と
い
う
思
い
の
あ
る

方
」
と
打
ち
出
し
た
。

　

勉
強
会
は
「
な
ぜ
、
今
、
助

け
合
い
活
動
が
必
要
な
の
か
を

学
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
行

政
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
第
1

層
Ｓ
Ｃ
小
松
さ
や
か
氏
よ
り
勉

強
会
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
は
、
同
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
れ
あ
い
天
童
理
事
長
で
さ

わ
や
か
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

加
藤
由
紀
子
氏
に
よ
る
「
身
近

な
実
践
報
告
～
ふ
れ
あ
い
天
童

の
活
動
に
つ
い
て
～
」
と
、
財

第
２
層
協
議
体
づ
く
り
の
た
め
に

第
１
回
勉
強
会
開
催

■ 

天
童
市
（
山
形
県
）

長崎県の情報交換会におけるグループワークの様子
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助
け
合
い
の
重
要
性
を
認
識
し

た
」
「
お
互
い
さ
ま
の
精
神
で

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
見
ら

れ
、
機
運
が
高
ま
っ
た
よ
う
だ

っ
た
。
1
月
・
2
月
の
勉
強
会

へ
つ
な
ぐ
予
定
。（
鶴
山  

芳
子
）

【
12
月
9
日
】
「
か
な
が
わ
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
評
価
・
推

進
委
員
会　

令
和
6
年
第
1
回

計
画
評
価
部
会
」
が
開
催
さ
れ
、

委
員
と
し
て
出
席
し
た
。
主
な

議
題
は
、
第
8
期
か
な
が
わ
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
令
和
3

～
5
年
度
）
介
護
保
険
事
業
の

実
績
に
つ
い
て
、
同
計
画
の
主

要
施
策
の
評
価
（
案
）
に
つ
い

て
、
第
9
期
同
計
画
（
令
和
6

～
8
年
度
）
の
評
価
方
法
の
方

向
性
に
つ
い
て
。
新
部
会
長
の

黒
木
淳
氏
（
横
浜
市
立
大
学
国

際
商
学
部
国
際
商
学
科
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
教
授
）
の

下
、
新
副
部
会
長
の
関
ふ
佐
子

氏
（
神
奈
川
大
学
法
学
部
教
授
）、

郷
原
達
也
氏
（
横
浜
市
保
健
福

祉
局
計
画
調
整
係
長
）
、
鳥
居

貴
子
氏
（
同
県
南
足
柄
市
高
齢

介
護
課
長
）
と
共
に
、
当
財
団

も
地
域
団
体
の
立
場
で
議
論
に

参
加
し
た
。
神
奈
川
県
全
体
で

は
人
口
減
少
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
、
人
口
減
少
が
進
む
市
町
村

も
多
い
。
県
の
事
業
計
画
の
評

価
で
は
あ
る
が
県
内
に
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
が
あ
る
中
で
、
市
町

村
の
取
り
組
み
と
の
連
携
も
評

価
に
加
え
る
必
要
性
な
ど
が
指

摘
さ
れ
た
。
県
の
計
画
で
は
第

9
期
か
ら
は
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー

団
に
よ
る
「
今
、
な
ぜ　

地
域

の
中
で
助
け
合
う
関
係
が
必
要

な
の
か
」
。
加
藤
氏
か
ら
助
け

合
い
の
必
要
性
と
具
体
的
な
活

動
が
発
表
さ
れ
、
心
が
動
い
た

参
加
者
も
多
い
よ
う
だ
っ
た
。

財
団
か
ら
は
「
な
ぜ
、
助
け
合

い
か
」
と
し
て
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
に
伴
う
担
い
手
不
足

と
財
源
不
足
の
背
景
、
そ
れ
に

よ
る
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、

助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
制
度
に
つ
い
て
伝
え
、

Ｓ
Ｃ
と
協
議
体
（
特
に
協
議
体
）

は
事
例
を
交
え
て
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

説
明
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
今
日

の
気
づ
き
、
感
想
を
話
し
て
み

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。
第

1
層
・
第
2
層
Ｓ
Ｃ
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
行
政

職
員
も
各
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て

進
行
し
、
参
加
者
の
声
を
聞
い

た
。
全
体
発
表
後
、
加
藤
氏
と

鶴
山
が
コ
メ
ン
ト
し
て
ま
と
め

と
し
た
。

　

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
住

民
の
皆
さ
ん
の
地
域
に
対
す
る

思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て

大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
「
地
域

2025.231

天童市の勉強会の様子

か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
評
価
・
推
進
委
員

会
に
出
席

情
報
・
調
査
事
業
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に
基
づ
い
て
評
価
を
進
め
て
い

く
。
社
会
の
流
れ
は
定
量
的
評

価
や
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
定
性
的
な
評
価

や
説
明
を
し
っ
か
り
反
映
し
て

い
く
こ
と
の
必
要
性
や
、
そ
の

た
め
の
評
価
基
準
を
ど
う
す
る

か
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ

た
。
事
業
内
容
に
よ
っ
て
は
定

量
的
な
評
価
が
し
づ
ら
い
も
の

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
も
あ
り
、
次
回
の
委
員
会
で

さ
ら
に
議
論
す
る
予
定
。

（
鶴
山　

芳
子
）

ッ
ク
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
つ
い
て
。

　

今
年
度
は
、
全
国
24
か
所
に

お
い
て
各
厚
生
局
が
核
と
な
り

都
道
府
県
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

必
要
な
地
域
に
は
厚
労
省
職
員

も
支
援
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
挟
み
な
が
ら
現
地

で
3
回
の
伴
走
的
支
援
を
実
施

中
。
市
町
村
の
主
体
的
な
取
り

組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

　
【
12
月
20
日
】地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
向

け
た
広
報
・
伴
走
支
援
を
行
う

「
地
域
づ
く
り
加
速
化
事
業
」

の
第
2
回
運
営
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
委
員
と
し
て
出
席
し
た
。

委
員
長
は
大
坂
純
氏
（
東
北
こ

ど
も
福
祉
専
門
学
院
副
学
院
長
）、

副
委
員
長
は
田
中
明
美
氏
（
奈

良
県
生
駒
市
特
命
監
）
。
議
題

は
、
伴
走
的
支
援
の
中
間
報
告

に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修

会
等
の
報
告
、
支
援
ハ
ン
ド
ブ

に
つ
い
て
構
想
案
が
示
さ
れ
、

3
月
開
催
予
定
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
案
も
説
明
さ
れ
た
。

　

財
団
も
全
国
を
対
象
と
し
た

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
の
好
事
例
、

ま
た
、
課
題
と
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
情
報
提
供

し
な
が
ら
、
共
に
推
進
し
て
い

き
た
い
。　
　

 

（
鶴
山　

芳
子
）

課
題
に
対
し
て
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
様

子
を
事
務
局
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
も
あ
る
委
員
か
ら
報
告
。
現

状
や
成
果
と
課
題
を
共
有
し
、

支
援
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て

議
論
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
全
国
各
市
町

村
で
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
、
国
の
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
各
都
道
府
県
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
立
ち
上
が
っ
て

い
く
。
先
行
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
国
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

厚
生
労
働
省　

地
域
づ
く
り
加
速
化
事
業

第
２
回
運
営
委
員
会
に
出
席

●
財
団
事
務
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
八
洋
様
の
自

販
機
は
、
飲
み
物
を
買
う
だ
け
で
寄
付
が
で
き
る
。
そ
し
て

も
う
1
つ
。
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
役
立

つ
よ
う
、
財
団
職
員
み
ん
な
で
飲
み
終
わ
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
分
別
。
八
洋
様
、
回
収
を
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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2025.233

石川県のさわやかインストラクター中村悦子さんら来訪

能登半島地震について報告

　１月23日（木）、石川県のさわやかインストラクター中村悦子さんと、神奈川

県のさわやかインストラクターで「全国訪問ボランティアナースの会　キャン

ナス」代表の菅原由美さんが当財団に来訪されました。お二人は、長年キャン

ナスで共に活動されています。

　当日は、昨年1月１日の能登半島地震発災から現在までの状況を、中村さん

が会議室で財団職員に報告してくださいました。

　中村さんは自らもご家族と共に被災する中、ご自身が勤務する社会福祉法人

の事業所が福祉避難所となったことから、そこで地震発生直後に住民の支援を

開始。支援に入ったキャンナスの仲間、専門職や団体、ボランティア等の応援

を受けながら、公的避難所での生活が難しい人たちなどを多いときで65人ほど

受け入れ、その後訪問看護ステーションを立ち上げて活動しています。

　避難所では、当初ほとんど自室で過ごしていたような人たちも、共有スペー

スにテーブルを置いてみたところ、顔なじみだけでなく初対面の人同士も会話

するようになり、徐々にコミュニティが形成されていったということです。

　さらに、昨年９月に発生した豪雨により仮設住宅が水に浸かり、やっと支給

された電化製品や大切な品々を住民が失った状況から、中村さんは「『住み慣

れた地域でその人らしく』ということは大事だが、被災地では『どこにいても

生き抜く力』の必要性を痛感している」と話されました。

　今後の主な課題は、マンパワー不足による入所施設や病院のベッド数減少に

より在宅医療が一層重要になっていること、必要な物資を把握しコーディネー

トする人材の確保です。中村さんは「役割を求めている住民さんたちを巻き込

み、地域コミュニティ形成のために活動していきたい」と語りました。

　地域コミュニティに関しては、「公益財団法人風に立つライオン基金」の支

援により石川県輪島市で昨年11～12月に実施された居場所で住民の交流が進ん

だ様子も報告されました。そのような流れを受け、地元住民から提供された一

軒家で２月に始まる予定の居場所の今後について、中村さんは「住民主体で進

めたい」と話しました。財団も応援していきます。　　　　　　　　（編集部）
◆ 裏表紙にも関連記事があります。
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みんなで
　新しいふれあい社会を
　　　　　つくりませんか

　

我
が
街
の
と
あ
る
子
ど
も
食
堂
は
、
地

域
独
自
の
コ
イ
ン
ア
プ
リ
の
ポ
イ
ン
ト
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
私
も
ポ
イ
ン
ト
に
つ
ら

れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
た
一
人
で
す
。

　

月
2
回
の
食
堂
で
大
量
の
ご
飯
を
作
る

の
は
楽
し
い
で
す
。
食
堂
に
は
い
ろ
い
ろ

な
方
が
来
て
、
ち
ょ
っ
と
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て

う
れ
し
そ
う
に
し
て
い
る
高
齢
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
地
元
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
お
二
人
が
サ
ッ
ク
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド

で
演
奏
を
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
が
演
奏

に
触
れ
ら
れ
る
の
も
貴
重
な
体
験
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
食
堂
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
・

利
用
が
も
っ
と
気
軽
に
で
き
る
と
い
い
で

す
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

も
っ
と
気
軽
に

茨
城
県

ど
ん
さ
ん

　

サ
ッ
ク
ス
を
地
域
で
身
近
に
聴
け
る
の
は

め
ず
ら
し
い
で
す
ね
。
気
軽
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
や

多
世
代
の
楽
し
い
コ
ラ
ボ
を
ど
ん
ど
ん
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
（
ち
な
み
に
昔
ア
ル
ト
サ

ッ
ク
ス
を
や
っ
て
い
ま
し
た
）。

皆様のご意見や情報を
お待ちしています
掲載記事へのご感想、地域の助け合い
や居場所の情報、社会参加の取り組み
や、日頃気になっているテーマなど、
ぜひお寄せください。

さわやか福祉財団『さぁ、言おう』編
集部宛。郵送の場合は、付属のハガキ
や投稿用紙をどうぞご利用ください。
E-mail：pr@sawayakazaidan.or.jp

投
稿
募
集

送 

付 

先

2025.2 34
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みんなで
　新しいふれあい社会を
　　　　　つくりませんか

2025.235
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編集後記編集後記●「活動の現場」からは、群馬県
高崎市の山間地の助け合い活動。自立した
運営で多くの住民のニーズに応えています
（Ｐ４～）。●「子どもと一緒に地域で輝こ
う」は、沖縄県那覇市の公園でのびのびと
開催されているパラソルの下の“公民館”。
ユニークな発想に着目しました（Ｐ10～）。
●当財団の紹介で現場視察が行われました
（Ｐ24「現場視察レポート」）。●石川県の
さわやかインストラクター中村悦子さんが
当財団に来訪し、能登半島地震被災地の状
況と取り組みを報告してくださいました
（Ｐ33、裏表紙）。「紺碧の空」

はり絵・池田げんえい

「
立 

春
」

2025.2 36

＊お問い合わせは、編集部あるいは社会支援促進チームまでお気軽にご連絡ください。
電話  （03）5470-7751　メール  mail@sawayakazaidan.or.jp

■さわやか福祉財団の活動をさわやかパートナーとしてご支援ください。
『さぁ、言おう』を毎月お手元に
お届けいたします。
さわやかパートナーは、さわやか
福祉財団の理念と活動に共感して
会員としてご支援いただく賛助協
力者の皆さんです。

個　人
年会費

▲ Ａコース  10,000 円
Ｂコース    3,000 円

法　人
年会費
 （1 口）

▲ Ａコース  100,000 円
Ｂコース     20,000 円

『さぁ、言おう』はみんなで新しい社会のあり方を考える問題提起型の情報誌です

公益財団法人さわやか福祉財団の会費は、特別な特典を付与するもの
ではない賛助会費であり、寄付金の一つの形です。

口座名義：公益財団法人さわやか福祉財団
郵便払込  ００１２０- ９- ６６８８５６※

三井住友銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号２７５４５７４
みずほ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３３８３３２６
三菱ＵＦＪ銀行  浜松町支店  普通預金  口座番号３７３１７１４
りそな銀行  芝支店  普通預金  口座番号１１７４２９７

※払込手数料不要の郵便払込取扱票をご用意していますので、お申し出いただければ郵送
　いたします。ただし、窓口にて現金（硬貨）でお振り込みいただく場合は、ゆうちょ銀
　行所定の取扱料金がかかる場合がございます。

一般ご寄付を
いただく場合の

お振込口座

■寄付金は税金の優遇措置が受けられます。
さわやか福祉財団へのご寄付は、所得税、法人税等の優遇措置が受けられます
（さわやか福祉財団は所得税の税額控除対象の公益法人です）。
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助け合いを
広げよう！

ひと とりご
新

鶴
山

　芳
子

●公益財団法人さわやか福祉財団常務理事・
共生社会推進リーダー
地域を愛し、地域づくりに前向きなみなさんとお会い
することが楽しみであり、自分のエネルギーになって
います。

当
事
者
の
言
葉
は
心
に
響
く

体
験
か
ら
実
感
し
た
想
い
や
考
え
は
心
を
動
か
す

心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
人
た
ち
は

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
前
を
向
く

仲
間
を
つ
く
り
動
き
出
し
た
活
動
は
「
愉
し
い
」

だ
か
ら
継
続
す
る

地
域
づ
く
り
の
当
事
者
は
住
民

住
民
の
想
い
や
力
を
活
か
す
こ
と
が

幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く

助け合いの仕組みづくりをさらに進めよう

情報紙

　生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを考える情報
紙『さぁ、やろう』。
　地域支援事業に携わり、地域
における助け合いの仕組みづく
りを進めている方々の参考とな
る記事を掲載し、全国の関係者
の皆さんに頒布しています。ま
た、財団ホームページからダウ
ンロードもできます。

『さぁ、やろう』
vol.26発行  ！

【お問合せ】メール  post@sawayakazaidan.or.jp
　　　　　　電　話（03）5470-7751

vol.26

vol.24

財団HPトップページ→「ライブラリー」→「さぁ、言おう・さぁ、やろう」にお進みください

【vol.26目次】

◆いきがい・助け合いオンラインフェスタ2024報告
＊オープニングフォーラム
＊特別トーク
＊学ぼう編
＊語ろう編

◆寄稿  地域における助け合いの拠点
「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと

◆「地域助け合い基金」状況ご報告

◆Topics  助け合いを広めるために

vol.25

2024

2024

目指せ地域共生社会 ごちゃまぜにつながろう！

＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

　高齢化や人口減少のスピードが速まり、全国各地で様々な課題が出ており、ニーズは複雑化多様化して

います。地域で課題を解決していくには、住民主体
の助け合い

活動がますます必要となっています。

　今号では、大館市
（秋田県）の住民主体の体制づくり、助け合い

活動推進のプロセスを紹介します（２～８頁）。また、南アルプ
ス市

（山梨県）、新発田
市（新潟県）、神戸市

灘区（兵庫県）の「主体的

な住民を見つける」取り組みも紹介します（９～11 頁）。

　ぜひ、住民主体の地域づくりにお役立てください。

生活支援
コーディ

ネーター
と協議体

の取り組
みを考え

る情報紙

新しい地
域づくり

を目指し
て

ふれあい
いきがい

助け合い

令和6年
8月1日発

行　通巻
第25号

特集　大館市の助け合いの取り組み…………………………………… 2

特集　住民主体の地域づくりを推進しよう

　南アルプス市、新発田市、神戸市灘区……………………………… 9

いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2024 ………………………12
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Topics　助け合いを広めるために ……………………………………16
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目 次

2024年10月15日　  ～10月24日 　 開催
火

木

8 月14日（水）、お申し込み受付開始予定　ご参加をご検討ください

　昨年 10 月 2 日（月）～ 10 月16 日（月）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2023」

には、生活支援コーディネーターや協議体、自治体の皆さんをはじめ、各地で住民主体の地域づくりに取

り組んでいる方々に全国からご参加いただき、大変好評いただきました（関連→裏表紙）。

　今年も完全オン
ライン配信

形式で開催し、11 月 3
0 日（土）

までライブ配信プログラムを除くすべての

プログラムがアーカイブでご覧になれます。

“いきがい
を持って

支え合う
住民主体

の地域共
生社会の

実現”をさらに進めるにあたり、“ごちゃ
まぜ ”

を意識したプログラムをお届けします（12～13 頁をご覧ください）。基本の考え方や事例、課題への対応

など、日頃の取り組みの参考に、ぜひ学び合いの機会としてご活用ください。

● 皆様の参加が地域活動応援資金につながる “チャリティーフェスタ”

● 各分野を代表する素晴らしいパネリストが登場　

  今必要な知識と全国の代表的な事例・ノウハウを学べる本フェスタならではの充実したプログラム

● さらに活動の参考用として希望者にダイジェスト版冊子を後日送付

住民主体
の地域づ

くりを推
進しよう

（全国交
流フォー

ラムより
）

すべての人
が幸せに暮

らせる社会
へ

すべての人
が幸せに暮

らせる社会
へ

いきがい・助け合いオンラインフェスタ2024報告
●オープニングフォーラム……………………………………………… 2
●特別トーク……………………………………………………………… 12
●学ぼう編………………………………………………………………… 14
●語ろう編………………………………………………………………… 18

寄稿　地域における助け合いの拠点
　　　「実家の茶の間・紫竹」が実現してきたこと ………………… 30

「地域助け合い基金」状況ご報告 ……………………………………… 38
Topics　助け合いを広めるために …………………………………… 40
地域の活動情報を発信していきます…………………………………… 43

ふれあい いきがい 助け合い

令和7年2月10日発行　通巻第26号

＊文責・さわやか福祉財団　＊生活支援コーディネーターは肩書・本文では SCと略しています。
＊登壇者の肩書は登壇いただいた当時の肩書であり、昨年 10月時点での情報になります。

生活支援コーディネーターと協議体の取り組みを考える情報紙

新しい地域づくりを目指して

contents

目 次

　昨年10 月 15 日（火）～ 24 日（木）に開催した「いきがい・助け合いオンラインフェスタ 2024」には
1600 人を超える皆様にご参加いただき、23 年と同様、各方面から大変好評をいただきました。
　オープニングフォーラム「地域共生社会をみんなでつくるための提言」（２頁～）では、誰もが元気が
出る地域づくりに焦点を当て地域共生社会を前に進めるための提言をいただきました。さらに、特別講演
プログラム「特別トーク」（12 頁～）では８の分野について重要な視点を挙げて、深いご示唆に富んだ
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終了しました。地域における助け合いの拠点は何を大切にして、どのように運営すればよい
のかを考えるため、紫竹から教わったことを振り返ります（30 頁～）。

　その他、「地域助け合い基金」の状況報告、住民主体の地域づくりが進むよう全国各地で支援している
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石川県輪島市の様子と、
さわやかインストラクター中村悦子さんらによる
取り組みの一部を紹介します

令和６年能登半島地震

（写真提供：中村悦子氏）

福祉避難所の様子（昨年１月中旬当時）

専門職ミーティング

キャンナスによる
ボランティア活動

福祉避難所の広間では、お茶を飲みながら避難住
民が交流（右から２人目は中村悦子さん）

「風に立つライオン基金」から提供されたトレー
ラーハウスで開催された居場所「みんなのライオ
ンカフェ」での交流の様子（昨年11～12月）
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